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　宇津徹男市長は、平成24年３月浜田市議会定例会の開会にあたり、諸議案の説明に
先立ち所信の一端を述べ、市民の皆さんの理解と協力を呼びかけました。
　その内容を抜粋してお知らせします。

　

昨
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
か
ら
一
年
が
経
過
し
、今
な
お
、

多
く
の
被
災
者
の
皆
さ
ん
が
、
不

自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
か
と
思
う
と
胸
が
痛
み
ま
す
。

　

被
災
地
の
一
日
も
早
い
生
活
再

建
と
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
可
能
な

限
り
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
今
回
の
大

震
災
の
教
訓
を
生
か
し
な
が
ら
、

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
や
緊
急

時
に
備
え
た
体
制
の
充
実
・
強
化

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
と
な
る

よ
う
、一
層
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
国
内
の
経
済
情
勢

は
、
復
興
需
要
等
に
よ
り
一
時
回

復
傾
向
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
海

外
経
済
の
減
速
や
歴
史
的
な
円
高

の
影
響
等
に
よ
り
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
当
地
域
に
お
い

て
も
、
景
気
の
低
迷
が
続
き
、
市

民
生
活
は
厳
し
い
環
境
に
あ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
社
会

基
盤
の
整
備
や
産
業
の
振
興
を
推

進
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
は
、
行
政
運
営
に
お
い
て

最
も
重
要
な
課
題
で
す
。
こ
れ
ま

で
も
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ

り
、
様
々
な
取
組
を
進
め
ま
し
た

が
、
昨
年
は
、
当
地
域
の
将
来
展

望
に
つ
な
が
る
大
変
明
る
い
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
デ
ル
タ
・
シ
ー
・
ア
ン
ド
・

エ
ス
」や「
平
和
金
属
工
業
」な
ど
、

多
く
の
企
業
立
地
が
進
み
、
当
市

の
雇
用
情
勢
に
大
き
な
効
果
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
生
産

法
人
「
み
な
み
ん
里
」
や
「
あ
ぐ

り
こ
る
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」
の
農
園
経
営

が
始
ま
り
、
農
業
振
興
に
活
気
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

山
陰
自
動
車
道
の
三
隅
・
益
田

道
路
を
は
じ
め
県
内
３
区
間
の
事

業
着
手
が
決
定
し
ま
し
た
。
建
設

中
の
浜
田
・
三
隅
道
路
と
と
も
に
、

早
期
に
供
用
開
始
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

　

島
根
県
唯
一
の
国
際
貿
易
港
で

あ
る
浜
田
港
が
、
日
本
海
側
拠
点

港
に
選
定
さ
れ
、
保
管
倉
庫
の
整

備
が
国
の
補
助
事
業
と
し
て
決
定

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
浜
田
・
三

隅
道
路
と
直
結
す
る
臨
港
道
路
福

井
４
号
線
の
建
設
方
針
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
国
及
び
県

に
対
し
て
、
拠
点
港
と
し
て
の
機

能
強
化
を
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、

環
日
本
海
諸
国
と
の
貿
易
促
進
や

ク
ル
ー
ズ
船
の
誘
致
を
図
り
、
一

層
の
利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。　

　

今
後
と
も
、
こ
う
し
た
追
い
風

を
受
け
、
市
勢
の
更
な
る
発
展
に

向
け
各
種
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　

県
西
部
の
周
産
期
医
療
の
維
持

の
た
め
、
休
止
と
な
っ
て
い
た
浜

田
医
療
セ
ン
タ
ー
の
里
帰
り
分
娩

が
、
４
月
か
ら
再
開
さ
れ
ま
す
。

　

地
域
医
療
体
制
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
市
民
の

誰
も
が
心
身
の
健
康
を
維
持
し
、

良
質
な
医
療
が
安
定
的
に
確
保
で

き
る
よ
う
「
健
康
づ
く
り
と
地
域

医
療
を
守
り
育
て
る
条
例
」
を
制

定
し
ま
す
。
関
係
機
関
と
の
連
携

を
一
層
強
化
し
、
地
域
医
療
の
維

持
・
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
一
年
を
象
徴
す
る

一
文
字
に｢

絆｣

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

震
災
の
経
験
を
通
じ
て
、
人
と

人
を
結
ぶ｢

絆｣

の
大
切
さ
が
見

直
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
一
文
字
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
合
併
し
て

７
年
目
を
迎
え
、
住
民
同
士
、
自

治
区
間
、
各
種
団
体
等
に
お
い
て

様
々
な｢

絆｣

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た｢

絆｣

を
大
事
に
し
、

当
市
独
自
の
自
治
区
制
度
の
も
と
、

市
民
目
線
に
立
っ
た
温
か
い
市
政

運
営
を
心
掛
け
ま
す
。

　

引
き
続
き
、「
青
い
海
・
緑
の

大
地　

人
が
輝
き
文
化
の
か
お
る

ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
総
合
振

興
計
画
に
基
づ
い
た
各
種
施
策
や

事
業
を
、「
連
携
」
と
「
挑
戦
」

に
よ
り
推
進
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

施政方針を表明する宇津市長

日本海側拠点港に選定された「浜田港」

（
新
規
事
業
を
中
心
と
し
た
主
な

施
策
）

　

ま
ず
第
一
に
、「
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
に
向
け
、

重
点
的
に
取
組
を
行
い
ま
す
。

津波への注意を促す「海抜表示板」

平成24年度 施政方針

主
要
施
策

１　

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
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◆
防
災
対
策

　

国
や
県
の
東
日
本
大
震
災
の
検

証
と
分
析
に
よ
り
、
今
後
示
さ
れ

る
対
策
に
基
づ
き
、
で
き
る
こ
と

か
ら
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
防
災
行
政
無
線
の

デ
ジ
タ
ル
化
、
ク
ラ
ウ
ド
型
の
危

機
管
理
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
導

入
、
小
中
学
校
及
び
市
役
所
本
庁

舎
の
耐
震
改
修
、
消
防
団
用
資
機

材
の
整
備
な
ど
、
地
域
防
災
力
の

向
上
と
危
機
管
理
体
制
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

契
機
に
、
市
民
総
ぐ
る
み
で
交
通

安
全
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

県
西
部
の
拠
点
と
な
る
新
た
な

浜
田
警
察
署
の
移
転
に
つ
い
て
は
、

島
根
県
に
旧
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

跡
地
へ
の
移
転
新
築
を
要
望
し
ま

す
。

の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
農
業
産
出

額
３
億
円
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
地

域
農
業
を
支
援
す
る
各
種
施
策
を

展
開
し
ま
す
。
ま
た
今
後
、
更
な

る
生
産
拡
大
を
図
る
た
め
地
域
農

業
の
担
い
手
で
あ
る
認
定
農
業
者

へ
の
新
た
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
林
地
残
材
有
効
利
用
・

地
域
活
性
化
支
援
事
業
な
ど
市
独

自
の
取
組
を
行
い
林
業
の
振
興
に

努
め
ま
す
。

◆
水
産
業
の
振
興

　

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産

業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
平
成
23

年
の
浜
田
漁
港
の
水
揚
金
額
が
３

年
ぶ
り
に
60
億
円
を
突
破
し
ま
し

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、昨
年
末
に
は
、

操
業
中
の
ま
き
網
漁
船
が
沈
没
す

る
大
変
残
念
な
事
故
が
あ
り
ま
し

た
。
漁
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
本
市
の
水
産
業
の
再
生

と
発
展
の
た
め
、
沖
合
底
曳
網
漁

船
、
ま
き
網
漁
船
が
集
積
す
る
港

を
目
指
し
て
い
く
と
と
も
に
、
後

継
者
の
育
成
及
び
雇
用
の
確
保
へ

の
支
援
な
ど
、
総
合
的
な
施
策
を

展
開
し
ま
す
。

　

特
に
沖
合
底
曳
網
漁
船
の
代
船

問
題
に
つ
い
て
は
、
浜
田
地
域
の

沖
合
底
曳
網
漁
業
５
ヶ
統
の
維

持
・
存
続
の
た
め
、
大
規
模
修
繕

の
「
リ
シ
ッ
プ
事
業
」
を
進
め
、

漁
業
構
造
改
革
の
取
組
を
強
力
に

支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
ど
ん
ち
っ
ち
ブ
ラ
ン

ド
」
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
と
と
も
に
、

県
外
船
の
誘
致
の
た
め
ポ
ー
ト

セ
ー
ル
ス
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
水
産
業
の
振
興
策
に
つ

い
て
は
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
、
島
根
県

と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
と
と

も
に
、
浜
田
市
と
し
て
の
重
要
な

責
務
を
果
た
し
ま
す
。

◆
観
光
の
振
興

　

本
年
は
、
い
よ
い
よ
古
事
記
編

纂
１
３
０
０
年
を
迎
え
、
県
内
各

地
域
に
お
い
て
記
念
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、「
神
々
の

国
し
ま
ね
推
進
事
業
」
の
一
環
と

し
て
、
石
見
神
楽
を
中
心
に
様
々

な
取
組
を
展
開
し
、県
内
外
へ「
浜

田
市
」
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

◆
防
犯
対
策

　
「
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
」
の
実
施

に
併
せ
て
、
暴
力
団
に
よ
る
不
当

な
影
響
を
社
会
全
体
で
排
除
す
る

た
め
の
「
暴
力
団
排
除
条
例
」
を

制
定
し
、
犯
罪
の
無
い
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
11
月
に
は
、
本
市

に
お
い
て
島
根
県
交
通
安
全
県
民

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を 国府小学校で行われた「浜田市防災訓練」

　

次
に
、
産
業
経
済
の
振
興
を
重

点
課
題
と
し
て
、
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

◆
産
業
の
振
興

　
「
中
小
企
業
支
援
」、「
雇
用
創

出
」、「
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
」、「
商

店
街
の
活
性
化
」
を
大
き
な
柱
と

し
て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
地

域
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

特
に
、
中
小
企
業
の
新
商
品
開

発
や
販
路
拡
大
な
ど
を
支
援
す
る

中
小
企
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

を
引
き
続
き
実
施
し
、
経
営
基
盤

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
校
生
・
地
元
企
業
・

自
治
体
が
、
一
体
と
な
っ
て
地
域

を
活
性
化
さ
せ
る
目
的
で
、
県
内

の
高
校
に
よ
る
地
域
食
品
コ
ン
テ

ス
ト
「
浜
田
発　

地
食
甲
子
園
」

を
開
催
し
ま
す
。

◆
農
業
の
振
興

　

Ｊ
Ａ
い
わ
み
中
央
や
島
根
県
と

連
携
し
、特
産
果
樹
の
生
産
拡
大
、

有
機
農
業
及
び
６
次
産
業
化
の
推

進
、
地
場
産
品
の
販
路
拡
大
、
産

直
市
の
活
性
化
や
新
開
団
地
を
中

心
と
し
た
観
光
農
業
の
振
興
を
図

り
、
有
害
鳥
獣
対
策
や
基
盤
整
備

◆
林
業
の
振
興

　

浜
田
か
ら
全
国
に
発
信
で
き
る

新
た
な
林
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
構
築
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
ド
イ
ツ
に
お
け

る
林
業
の
先
進
技
術
を
参
考
に
、

日
本
の
森
林
の
実
情
に
合
う
よ
う

改
良
さ
れ
た
最
新
鋭
の
高
性
能
林

業
機
械
「
ハ
ー
ベ
ス
タ
」
を
導
入

し
、「
笠
松
市
民
の
森
」
を
中
心
に

森
林
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。
全

国
の
先
駆
け
と
な
る
モ
デ
ル
的
な

事
業
と
し
て
、
石
央
森
林
組
合
や

島
根
県
な
ど
と
連
携
し
、
森
林
の

集
約
化
と
施
業
の
効
率
化
を
進
め
、

持
続
可
能
な
「
儲
か
る
林
業
」
の

確
立
を
目
指
し
ま
す
。

きんた農園「ベリーネ」イチゴ狩り体験

高性能林業機械「ハーベスタ」による施業

「古事記」の一幕を表した石見神楽「岩戸」

２　

産
業
経
済
の
振
興
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「
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
各
種
施
策

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
「
保
健
医
療
福

祉
総
合
計
画
」
の
主
要
６
計
画
の

内
、
地
域
福
祉
、
健
康
増
進
、
障

が
い
者
、
食
育
推
進
の
４
つ
の
計

画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。「
自

助
・
共
助
・
公
助
」
の
支
え
合
い

を
基
本
理
念
と
し
、
よ
り
良
い
計

画
の
策
定
に
努
め
ま
す
。

◆
医
療
と
保
健
施
策

　
「
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
支
援
事

業
」
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
が

ん
検
診
や
予
防
接
種
の
公
費
助
成

を
継
続
し
ま
す
。

◆
高
齢
者
施
策

　

認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
理
解

の
普
及
に
努
め
、「
認
知
症
重
度

化
予
防
実
践
塾
」
の
開
催
な
ど
、

地
域
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
介
護
保
険
事
業

　

平
成
24
年
度
か
ら
始
ま
る
「
第

５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基

づ
き
、
更
な
る
介
護
予
防
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

◆
障
が
い
者
施
策

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
増

や
す
な
ど
、
相
談
支
援
体
制
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援
施
策

　

保
育
所
に
お
け
る
保
育
サ
ー
ビ

ス
へ
の
支
援
を
拡
充
し
、
安
心
し

て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
を

見
つ
め
直
し
、
家
族
を
慈
し
む
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　

人
権
尊
重
の
精
神
を
す
べ
て
の

教
育
の
基
底
に
据
え
て
取
り
組
み

ま
す
。

　

生
き
る
力
を
育
む
様
々
な
体
験

活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の

自
尊
感
情
や
人
と
関
わ
る
力
、
課

題
を
解
決
す
る
力
の
育
成
に
努
め

る
と
と
も
に
、学
力
向
上
の
た
め
、

子
ど
も
た
ち
が
落
ち
着
い
て
学
習

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

◆
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合

　

計
画
の
方
針
を
地
域
の
皆
さ
ん

に
お
示
し
し
、
理
解
を
い
た
だ
き

な
が
ら
進
め
ま
す
。

◆
中
央
図
書
館
と
三
隅
図
書
館

　

平
成
25
年
度
の
開
館
に
向
け
、

本
体
建
築
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

「がん検診啓発活動」の様子

「中央図書館」完成予想図

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
よ
り
快
適

で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
と
な
る
よ

う
、
各
種
事
業
を
進
め
ま
す
。

◆
道
路
事
業

　

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と

各
自
治
区
間
を
つ
な
ぐ
「
20
分
間

構
想
」
の
実
現
に
向
け
、
国
道
、

県
道
及
び
市
道
の
改
良
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

◆
公
共
交
通
の
確
保

　
「
地
域
公
共
交
通
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、
地
域
住
民
と
の
意
見

交
換
等
を
重
ね
な
が
ら
「
実
施
計

画
」
を
定
め
、
具
体
的
な
取
組
を

進
め
ま
す
。

◆
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
簡
易

水
道
統
合
整
備
事
業
の
一
環
と
し

て
、
三
保
・
三
隅
簡
易
水
道
へ
紫

外
線
照
射
に
よ
る
高
度
浄
水
処
理

設
備
の
導
入
に
着
手
し
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨

年
策
定
し
た
「
汚
水
処
理
構
想
」

に
基
づ
き
、
計
画
的
に
整
備
事
業

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
部
と
建
設
部
下
水

道
課
を
「
上
下
水
道
部
」
に
統
合

し
、業
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

◆
ダ
ム
事
業
の
推
進

　

第
二
浜
田
ダ
ム
の
平
成
27
年
度

末
の
完
成
に
向
け
、
事
業
促
進
を

図
り
ま
す
。
矢
原
川
ダ
ム
に
つ
い

て
は
、
国
に
お
い
て
検
証
作
業
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
引
き
続

き
、
県
や
益
田
市
と
連
携
し
な
が

ら
そ
の
必
要
性
を
訴
え
ま
す
。

◆
地
籍
調
査

　

平
成
24
年
度
か
ら
大
幅
に
予
算

を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
組
織
体

制
を
充
実
し
、
積
極
的
に
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

◆
住
環
境
の
整
備

　

老
朽
化
し
た
熱
田
、
長
浜
地
区

の
公
営
住
宅
を
統
合
し
た
「
長
浜

西
住
宅
」
の
詳
細
設
計
に
取
り
組

み
ま
す
。

◆
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

　

多
く
の
原
子
力
発
電
所
の
停
止

に
伴
い
、
全
国
的
に
更
な
る
節
電

対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
当
市
に

お
い
て
も
、
自
治
会
、
女
性
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
商
工
会
議
所
や
県
立

大
学
な
ど
多
数
の
関
係
団
体
に
よ

り
構
成
さ
れ
る
、
エ
コ
ラ
イ
フ
推

進
隊
を
中
心
と
し
、
市
民
の
節
電

意
識
の
醸
成
を
図
り
、
公
共
施
設

及
び
住
宅
用
の
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
設
置
拡
大
や
、
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
の
普
及
推
進
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
火
葬
場
の
運
営

　

火
葬
場
の
整
備
計
画
を
策
定
し
、

平
成
27
年
度
を
目
途
に
施
設
の
統

廃
合
を
進
め
ま
す
。

「第二浜田ダム」本体コンクリート初打設

◆
定
住
対
策

　

少
子
高
齢
化
が
著
し
い
地
方
で

は
、
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

都
市
圏
等
に
お
い
て
当
市
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
定
住

相
談
員
に
よ
る
き
め
細
か
な
対
応

等
に
よ
り
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
促

進
を
図
り
ま
す
。

◆
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

　

市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
生
・
強
化
に
向
け
た

「
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
」

の
設
立
支
援
と
「
ま
ち
づ
く
り
総

合
交
付
金
」
に
よ
る
活
動
支
援
を

推
進
し
ま
す
。

◆
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

　

｢

人
権
尊
重
都
市
宣
言｣

の
精
神

に
基
づ
き
、｢

人
権
教
育
・
啓
発
推

進
基
本
計
画｣

に
沿
っ
て
、
更
な

る
啓
発
と
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
日
本
一
再

３　

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

４　

教
育
の
充
実

５　

社
会
基
盤
と
生
活
環
境
の
整
備

６　

定
住
対
策
、
地
域
政
策
等
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犯
率
が
低
い
矯
正
施
設
に
な
る
よ

う
に
、｢

地
域
と
の
共
生｣

の
基

本
方
針
の
も
と
、
受
刑
者
の
社
会

復
帰
に
向
け
て
の
取
組
を
進
め
ま

す
。

◆
県
立
大
学
と
の
連
携
・
協
力

　

大
学
研
究
へ
の
支
援
や
市
民
と

の
協
働
活
動
へ
の
助
成
な
ど
を
通

じ
て
、
引
き
続
き
、
大
学
を
核
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◆
海
外
友
好
都
市
交
流

　

昨
年
の
ブ
ー
タ
ン
王
国
の
国

王
・
王
妃
両
陛
下
の
来
日
の
際
、

友
好
交
流
の
再
開
に
つ
い
て
前
向

き
な
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

旧
三
隅
町
か
ら
の
石
州
和
紙
と
の

交
流
を
は
じ
め
農
業
や
伝
統
芸
能

な
ど
幅
広
い
分
野
で
の
交
流
を
探

り
ま
す
。

◆
地
域
間
交
流
の
推
進

　

石
州
和
紙
と
広
島
県
熊
野
町

の
熊
野
筆
を
結
ぶ
交
流
や
、｢

カ

チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄｣

を
縁
と
し
た

知
音
都
市
交
流
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

県立大学との共同研究成果報告会

　

市
長
に
よ
る
施
政
方
針
の
表

明
に
引
き
続
き
、
山
田
洋
夫
教

育
長
が
教
育
方
針
を
述
べ
ま
し

た
。
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

社
会
経
済
情
勢
が
混
迷
す
る

中
、
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
も
変

化
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
社
会
全

体
の
規
範
意
識
や
モ
ラ
ル
の
低
下
、

人
間
関
係
の
希
薄
化
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
低
下

な
ど
が
顕
著
に
表
れ
て
き
て
お
り
、

そ
の
対
応
が
大
き
な
課
題
と
し
て

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
教
育
は

｢

人
は
人
に
よ
っ
て
人
と
な
る｣

と
い
う
不
易
の
理
念
を
確
認
し
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
等
が
一
体
と

な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達
段
階

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
理
解
し
て
子

ど
も
た
ち
を
育
み
、
人
材
育
成
の

基
盤
づ
く
り
を
進
め
、
変
化
に
対

応
し
た
幼
児
期
か
ら
学
校
教
育
、

社
会
教
育
へ
と
繋
が
る
生
涯
を
通

じ
た
学
習
の
推
進
を
図
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

変
革
へ
の
対
応
と
不
易
の
部
分

の
調
和
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
昨

年
改
訂
し
た
浜
田
市
教
育
振
興
計

画
～
は
ま
だ
っ
子
プ
ラ
ン
～
に
掲

げ
た
基
本
理
念
の
も
と
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

分
担
を
確
認
・
共
有
化
し
な
が
ら
、

諸
施
策
の
実
現
に
向
け
て
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
も
と
、

集
団
生
活
を
通
し
て
、「
規
律
を

重
ん
じ
、
お
互
い
が
学
び
合
い
、

学
習
意
欲
を
高
め
な
が
ら
知
・
徳
・

体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
き
る

力
」
を
育
む
教
育
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
。

◆
学
力
向
上
へ
の
取
組

　

義
務
教
育
の
９
年
間
を
見
通
し

て
学
習
・
生
活
両
面
の
基
礎
・
基

本
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
、
引

き
続
き
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し

ま
す
。
合
わ
せ
て
、
思
考
力
、
判

断
力
、
表
現
力
な
ど
の
活
用
す
る

力
を
伸
ば
す
た
め
、
言
語
活
動
の

充
実
に
努
め
、
新
し
い
学
び
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
協
調
学
習
）
の
研
究

を
拡
大
し
ま
す
。

◆
子
ど
も
た
ち
の
心
の
教
育

　

人
権
教
育
、
ふ
る
さ
と
教
育
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
、宿
泊
体
験
活
動
、

赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
授
業
な
ど
、
人

と
関
わ
る
中
で
自
分
の
将
来
に
つ

い
て
考
え
た
り
、
他
者
の
思
い
や

り
に
ふ
れ
た
り
し
な
が
ら
、
自
他

を
大
切
に
す
る
豊
か
な
人
間
性
を

育
む
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
ふ
る
ま
い
向
上
に
も

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
教
育
効
果
を
高
め
る

た
め
に
は
、子
ど
も
た
ち
が
落
ち
着

い
て
授
業
に
臨
め
る
環
境
づ
く
り

が
重
要
で
あ
り
、学
校
支
援
員
の
配

置
や
相
談
体
制
を
強
化
し
、き
め
細

や
か
な
対
応
に
努
め
ま
す
。ま
た
、

子
ど
も
た
ち
の
感
性
を
高
め
、読
書

活
動
を
推
進
し
、情
報
活
用
能
力
を

育
て
る
た
め
、引
き
続
き
学
校
図
書

館
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

　

学
校
や
地
域
は
も
と
よ
り
家
庭

の
果
た
す
役
割
が
大
変
大
き
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が

「
安
心
感
・
信
頼
感
・
所
属
感
・

自
己
肯
定
感
・
達
成
感
」
な
ど
を

肌
で
感
じ
、「
大
事
に
さ
れ
て
い

る
と
い
う
感
覚
」
を
身
に
付
け
る

人
権
土
壌
作
り
の
た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

組
織
と
連
携
し
て
、
基
本
的
生
活

習
慣
の
確
立
、
家
庭
学
習
の
習
慣

化
や
学
習
方
法
の
定
着
化
に
取
り

組
み
、
親
子
が
き
ち
ん
と
向
き
合

う
大
切
さ
を
啓
発
し
ま
す
。

◆
安
全
安
心
な
教
育
環
境
づ
く
り

　

周
囲
が
子
ど
も
を
守
る
視
点
と
、

子
ど
も
が
自
分
を
守
る
能
力
を
身

に
付
け
る
視
点
の
両
面
が
必
要
で

す
。「
は
ま
だ
子
ど
も
安
全
セ
ン

タ
ー
」
に
よ
る
防
犯
教
室
や
不
審

者
対
応
訓
練
で
の
指
導
な
ど
の
取

組
や
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

の
活
動
を
継
続
し
、
青
色
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
や
子
ど
も
見
守
り
隊
等

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
も
連

携
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
を
見
守

り
ま
す
。
ま
た
、
防
災
教
育
や
避

難
訓
練
も
充
実
し
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
支
援
教
育
の
推
進

の
た
め
新
た
に
専
任
を
配
置
す
る

ほ
か
、
生
徒
の
指
導
・
相
談
上
の

課
題
に
対
応
す
る
指
導
主
事
の
配

置
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、
訪
問
指
導
員
な
ど
の
人
的

な
支
援
を
継
続
し
て
、
一
人
ひ
と

り
の
必
要
感
に
合
わ
せ
た
指
導
・

相
談
機
能
を
充
実
し
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
始
め
た
全
市
を
対

象
と
し
た
奨
学
金
貸
与
事
業
に
つ

い
て
は
、
更
な
る
制
度
の
周
知
に

努
め
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
修
学

が
困
難
な
生
徒
や
学
生
の
支
援
を

図
り
ま
す
。

◆
施
設
整
備

　

児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
を
最

優
先
に
、
施
設
設
備
の
経
年
劣
化

等
に
対
応
し
、
適
切
な
改
修
や
修

繕
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
小
中
学
校
の

耐
震
化
対
策
に
取
り
組
み
、
平
成

24
年
度
は
３
小
学
校
の
屋
体
と
４

中
学
校
の
校
舎
・
屋
体
の
耐
震
補

強
工
事
を
行
い
ま
す
。

「赤ちゃん登校日」事業の様子

平
成
24
年
度
　
教
育
方
針

学
校
教
育
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◆
学
校
統
合

　

関
係
者
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

平
成
24
年
度
末
で
５
校
を
閉
校
し

ま
す
。
平
成
25
年
度
か
ら
後
野
小

は
石
見
小
へ
、
佐
野
小
は
三
階
小

へ
、
木
田
小
は
今
市
小
へ
、
井
野

小
及
び
井
野
小
室
谷
分
校
は
三
隅

小
へ
、そ
れ
ぞ
れ
統
合
し
ま
す
が
、

ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
、

学
校
や
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
連
携
し
て
、
交
流
学
習
の
推
進

や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
・
安
全
確
保
な

ど
の
条
件
整
備
に
努
め
ま
す
。

◆
学
校
給
食
施
設
の
統
合

　

計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
協
議
し
な
が
ら

進
め
ま
す
。

◆
幼
稚
園
教
育

　

義
務
教
育
及
び
そ
の
後
の
基
礎

を
培
う
も
の
と
し
て
、
様
々
な
遊

び
や
体
験
を
通
じ
た
教
育
の
充
実

に
努
め
る
と
と
も
に
、
園
児
数
の

減
少
に
伴
い
計
画
し
た
原
井
幼
稚

園
と
石
見
幼
稚
園
の
統
合
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
保
護

者
の
皆
さ
ん
と
協
議
を
続
け
ま
す
。

　

公
民
館
を
拠
点
施
設
と
し
て
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
社

会
教
育
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、「
地
域
力
」
醸
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
補
助
事
業
を
活

用
し
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け

た
住
民
の
主
体
的
な
学
習
・
実
践

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
へ
の
支
援
と

地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
中
学
校
区
ご
と
に
設
置

し
た
学
校
支
援
地
域
本
部
の
活
動

の
充
実
や
、
放
課
後
な
ど
の
児
童

の
居
場
所
づ
く
り
を
支
援
す
る
放

課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
を
推
進
し
、

地
域
で
子
ど
も
を
育
む
体
制
を
構

築
し
ま
す
。

　

一
方
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

公
民
館
の
役
割
に
つ
い
て
も
、
そ

の
重
要
性
に
鑑
み
、
市
長
部
局
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
協
議
・
検
討

し
ま
す
。

◆
読
書
推
進

　

平
成
23
年
度
に
策
定
に
着
手
し

た
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
の

完
成
を
目
指
し
、
県
寄
託
団
体
貸

出
用
図
書
を
各
図
書
館
・
図
書
室

で
相
互
利
用
で
き
る
よ
う
図
書
搬

送
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
読
書
活

動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

◆
図
書
館

　

中
央
図
書
館
に
つ
い
て
は
、「
図

書
館
準
備
室
」
を
設
置
し
、
施
設

の
建
設
を
進
め
る
ほ
か
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
の
立
ち
上
げ
や
学
校

図
書
館
と
の
関
係
構
築
な
ど
、
市

民
と
の
対
話
や
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
平
成
25
年
夏

の
開
館
に
向
け
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
三
隅
図
書
館
に
つ
い
て

も
、
よ
り
地
域
住
民
に
身
近
で
地

域
の
振
興
と
課
題
解
決
に
貢
献
で

き
る
地
域
図
書
館
と
し
て
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
中
央
図
書
館

と
の
連
携
や
適
切
な
機
能
分
担
に

つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

昨
年
制
定
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
基

本
法
の
理
念
に
基
づ
き
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
整
備
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
た
め
の
事
業
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
浜
田
市
体
育
協
会
と
連
携

し
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
水
準

の
向
上
等
を
図
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
人
工
芝
生
化

し
、
本
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
す
る
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ

浜
田
に
つ
い
て
は
、
サ
ッ
カ
ー
を

中
心
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
拠

点
と
な
る
よ
う
、
平
成
24
年
度
も

照
明
設
備
の
改
修
工
事
等
、
引
き

続
き
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

学
校
の
校
庭
芝
生
化
に
つ
い
て

は
、
平
成
21
年
度
に
周
布
小
学
校

を
実
施
し
て
以
来
、
芝
生
化
す
る

学
校
が
な
い
状
況
で
す
が
、
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
等
の
灌
水
設
備
を
設

置
す
る
方
式
に
変
更
し
、
水
撒
き

等
の
維
持
管
理
の
負
担
軽
減
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
の
理
解
を
得
て
、
新
規
事
業

「三隅図書館」完成予想図

実
施
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
青
少
年
の
健
全
育
成

　

昨
年
、
新
設
し
た
青
少
年
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
ひ

き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
、
不
登
校
な

ど
日
常
生
活
を
送
る
上
で
の
困
難

を
抱
え
る
子
ど
も
・
若
者
の
育
成

支
援
を
推
進
し
、
関
係
機
関
が
連

携
し
て
よ
り
効
果
的
な
支
援
が
行

え
る
よ
う
支
援
協
議
会
の
組
織
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

石
正
美
術
館
、
世
界
こ
ど
も
美

術
館
、
石
央
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
拠

点
施
設
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

優
れ
た
芸
術
鑑
賞
の
機
会
や
創
作

活
動
の
場
を
提
供
し
、
文
化
の
創

造
の
基
礎
と
な
る
感
性
の
醸
成
に

努
め
ま
す
。

　

特
に
、
世
界
こ
ど
も
美
術
館
で

は
、
橋
本
明
治
先
生
と
橋
本
弘
安

先
生
の
親
子
展
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
多
様
な
文
化
・
芸

術
活
動
、各
種
文
化
団
体
の
育
成
・

支
援
に
努
め
、芸
術
文
化
の
振
興
・

発
展
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
文
化
財

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
石
見
畳
ヶ

浦
賽
の
河
原
洞
窟
の
抜
本
的
な
落

石
対
策
を
講
じ
る
ほ
か
、
浜
田
藩

主
所
用
の
甲
冑
の
展
示
に
向
け
て

取
り
組
む
な
ど
、
貴
重
な
文
化
遺

産
の
保
護
・
継
承
と
情
報
発
信
に

努
め
、
御
便
殿
や
歴
史
民
俗
資
料

館
等
の
有
効
活
用
や
関
係
団
体
と

連
携
し
て
郷
土
意
識
の
醸
成
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
の
石
州
半
紙
に
つ
い
て
は
、「
碧

い
石
見
の
芸
術
祭
２
０
１
２
」
と

連
携
し
な
が
ら
、
石
州
和
紙
を
使

用
し
た
日
本
画
や
造
形
作
品
の
デ

ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
を
開
催
す
る
な
ど
、

そ
の
価
値
に
つ
い
て
市
内
外
に
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
技
術
の
保
持

に
つ
い
て
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

浜田市人権作品コンクール
最優秀賞作品

　

人
を
人
と
し
て
大
切
に
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
格
や
個
性
の
違
い
を

尊
重
し
合
い
、
お
互
い
が
人
権
を

尊
重
す
る
心
豊
か
な
住
み
よ
い
ま

ち
を
築
く
た
め
、
学
校
、
地
域
、

職
場
な
ど
に
お
い
て
、
人
権
感
覚

を
高
め
、
更
な
る
実
践
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
同
和
問
題
を
は
じ

め
と
し
た
様
々
な
人
権
課
題
の
解

決
に
向
け
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

及
び
関
係
機
関
や
団
体
な
ど
と
の

連
携
を
深
め
、
公
民
館
で
の
人
権

研
修
会
の
開
催
な
ど
、
更
な
る
人

権
教
育
の
推
進
と
同
和
教
育
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

生
涯
学
習

芸
術
文
化
の
振
興

人
権
・
同
和
教
育
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浜
田
市
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」）

で
は
、
昨
年
10
月
に
「
浜
田
市

地
域
公
共
交
通
基
本
計
画
（
素

案
）」
を
ま
と
め
、
昨
年
12
月

１
日
か
ら
28
日
ま
で
の
約
１
か

月
間
に
わ
た
り
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
２
人
か
ら
合

計
７
件
の
意
見
の
提
出
が
あ

り
、
そ
の
意
見
に
基
づ
い
て
計

画
内
容
の
一
部
を
修
正
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
意
見
の
内
容
及
び
意
見
に
対
す
る
協
議

会
の
考
え
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
本
庁
定
住

対
策
課
・
各
支
所
自
治
振
興
課
の
窓
口
で
公
表
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
を
受
け
、

浜
田
市
の
将
来
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

基
本
と
な
る
指
針
や
目
標
を
示
し
た
「
浜
田
市
地

域
公
共
交
通
基
本
計
画
」（
平
成
24
年
度
～
平
成

27
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
ほ
か
、
本
庁
定
住
対
策
課
及
び
各
支
所
自

治
振
興
課
の
窓
口
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

今
年
度
は
、「
浜
田
市
地
域
公
共
交
通
基
本
計

画
」
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
実
施
事
業
を
盛
り
込

ん
だ
浜
田
市
地
域
公
共
交
通
計
画
「
実
施
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
「
実
施
計
画
」
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
『
協
働
』
の
理
念
の
も
と
、

地
域
に
お
け
る
意
見
交
換
会
な
ど
を
重
ね
な
が
ら
、

地
域
の
実
情
に
即
し
た
計
画
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
定
住
対
策
課
（
☎
�
９
２
２
１
）

計画策定及び事業実施の流れ

平成23年度

◆浜田市地域公共交通基本計画策定◆
（計画期間：平成24年度～平成27年度）

基本理念や目標・方針を定めました

<基本目標>
①　公共交通の利便性向上と持続可能な公共交通ネット

ワークの構築
②　交通空白地域の解消
③　人にも環境にもやさしい交通体系の整備

◆浜田市地域公共交通計画「実施計画」策定◆
（計画期間：平成24年度～平成27年度）

平成24年度

具体的な実施事業を定めます

◆計画事業の実施◆

平成24年度～平成27年度

「実施計画」に定めた事業を順次実施します

浜
田
市
地
域
公
共
交
通
基
本
計
画

の
策
定

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果

実
施
計
画
の
策
定

浜田市地域公共交通基本計画を策定しました
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日
本
の
国
土
の
約
７
割
は
森
林

で
す
が
、
浜
田
市
も
約
８
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

木
の
文
化
を
持
つ
国
と
し
て
、

森
の
資
源
は
古
く
か
ら
私
た
ち
の

生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
し
た
。
近
年
は
、
海
外
の
安

い
木
材
の
輸
入
に
よ
り
、
国
内
の

木
材
価
格
は
下
落
し
、
木
材
生
産

は
赤
字
に
な
り
、
補
助
金
が
な
け

れ
ば
運
営
で
き
な
い
状
況
と
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
平
成
22

年
秋
、
石
央
森
林
組
合
の
三
浦
兼

浩
組
合
長
か
ら
、「
北
欧
で
先
進

的
な
林
業
モ
デ
ル
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
㈱
コ
マ
ツ
の
坂
根
正
弘
会

長
を
紹
介
し
て
も
ら
い
た
い
。」

と
の
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

　

坂
根
会
長
か
ら
は
、「
補
助
金

な
し
で
も
賄
え
る
儲
か
る
林
業
」

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
の

で
あ
れ
ば
協
力
し
た
い
、
と
の
ご

返
事
で
し
た
。
早
速
、
石
央
森
林

組
合
・
島
根
県
・
浜
田
市
の
職
員

を
中
心
に
「
儲
か
る
林
業
」
の
検

討
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

昨
年
１
月
、
坂
根
会
長
の
指
示

で
、
林
業
の
先
進
国
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
か
ら
専
門
家
を
招
き
、
当
市
の

状
況
を
視
察
し
て
も
ら
い
、「
浜

田
市
へ
の
効
率
的
な
林
業
シ
ス
テ

ム
の
導
入
は
可
能
で
あ
る
。ぜ
ひ
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
先
進
的
な
取
り

組
み
を
見
て
ほ
し
い
。」
と
の
提

案
を
受
け
て
、
６
月
に
は
、
ド
イ

ツ
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
先
進
国
型

林
業
の
現
地
を
案
内
い
た
だ
き
視

察
し
ま
し
た
。
関
係
機
関
の
職
員

が
議
論
を
重
ね
、
全
国
に
発
信
で

き
る
浜
田
発
の
「
林
業
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
」
の
構
築
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
現
在
、
当
地
域

に
お
い
て
、
１
㎥
当
た
り
１
万
３

千
円
か
か
る
木
材
生
産
経
費
を
、

将
来
は
補
助
金
な
し
で
採
算
が
取

れ
る
８
千
円
に
削
減
し
、
森
林
所

有
者
へ
利
益
が
還
元
で
き
る
こ
と

を
目
標
に
し
ま
す
。
平
成
24
年
度

に
は
、
木
の
伐
倒
、
枝
払
い
、
玉

切
り
、
集
積
を
１
台
の
機
械
で
行

え
る
高
性
能
林
業
機
械
「
ハ
―
ベ

ス
タ
」
を
石
央
森
林
組
合
に
導
入

し
、
旧
弥
栄
村
時
代
か
ら
村
民
の

森
と
し
て
大
事
に
管
理
さ
れ
た
、

本
市
最
大
の
市
有
林
「
笠
松
市
民

の
森
」
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
機
械

化
に
よ
る
施
業
の
効
率
化
を
検
証

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

森
林
の
集
約
化
や
路
網
の
整
備

を
進
め
、
供
給
体
制
を
整
備
し
て

戦
略
的
な
木
材
販
売
を
行
い
、
持

続
可
能
な
儲
か
る
林
業
を
め
ざ
し

ま
す
。

平成２３年６月１４日　北欧の先進国型林業の現地
視察にて

　場所が分かれば、消防車・救急車を出動させる
ことができますので、その後は落ち着いて消防職
員の質問に答えてください。

　救急隊が到着するまで、なるべく次のことを行っ
てください。
・応急手当（患者の状態を聞いて、消防職員が電話

口で説明します。）
・保険証の準備
・可能なら、ピ―ポ―サイレンが聞こえたら、救急

車を誘導するため道路に出て手を振るなどして合
図を送ってください。

※　意識障害や大出血のある患者は、救急隊が現場
に到着するまでそのままにしておくと生命の危機
に陥る場合があります。現場に居合わせた人の適
切な応急手当（気道確保・人工呼吸・心臓マッサ
―ジ・止血）の実施が極めて重要です。

問い合わせ先
　市消防本部通信指令課（☎�０１１９）

火災の場合
消防職員 通報者

消防です。火事ですか。救急ですか。 火事です。
場所はどこですか？世帯主のお名前は？（建物などの名称は？）
近くに目標になる建物などがありますか？

○○町○○○○番地　浜田太郎です。
△△公民館の近くです。

何が燃えていますか？ 家が燃えています。
あなたの名前と今かけている電話の番号を教えてください。 浜田太郎です。22○○△△です。
救急の場合

消防職員 通報者
消防です。火事ですか。救急ですか。 救急です。
場所はどこですか？世帯主のお名前は？（建物などの名称は？）
近くに目標になる建物などがありますか？

○○町○○○○番地　浜田太郎です。
△△公民館の近くです。

どうされましたか？
患者さんの容態は？

○○が嘔吐して急に倒れました。とても苦し
がっています。
又は、交通事故です。頭から血が出ています。

患者さんに呼びかけて返事がありますか？
ふだんと変らない呼吸をしていますか？

返事はあります。
苦しそうな呼吸をしています。

何か、大きな病気はありますか？
かかりつけの病院はありますか？

○○の病気で通院中です。
○○病院の内科にかかっています。

あなたの名前と今かけている電話の番号を教えてください。 浜田太郎です。22○○△△です。

新・お元気ですか�
浜田市長 宇津徹男

１１９番通報のかけ方
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市
で
は
「
行
財
政
改
革
推
進
委

員
会
」
を
設
置
し
、
島
根
県
立
大

学
を
は
じ
め
各
種
団
体
か
ら
委
員

へ
の
参
画
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
行
財
政
改
革
推
進

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
公
募
委

員
の
募
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
行

財
政
改
革
に
関
心
と
熱
意
の
あ
る

皆
さ
ん
の
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

職
務　
行
財
政
改
革
大
綱
及
び
実

施
計
画
の
策
定
・
進
捗
状
況
な

ど
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
て
も

ら
い
ま
す
。

※　

市
の
規
定
に
よ
り
報
酬
及
び

交
通
費
を
支
給
し
ま
す
。

応
募
資
格　
次
の
全
て
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

⑴　

市
内
在
住
の
人

⑵　

応
募
日
現
在
の
年
齢
が
20
歳

以
上
の
人

⑶　

市
税
及
び
市
の
料
金
の
滞
納

が
な
い
こ
と

⑷　

国
・
県
・
市
の
議
員
、
又
は

常
勤
の
公
務
員
で
な
い
人

⑸　

市
の
行
財
政
改
革
に
関
心
が

あ
る
人

⑹　

年
間
３
～
４
回
程
度
、
平
日

に
開
催
す
る
委
員
会
に
出
席
で

き
る
人

募
集
人
数　
３
人
以
内

応
募
方
法　
次
の
書
類
（
様
式
は

問
い
ま
せ
ん
。）
を
封
書
で
郵

送
又
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴　

応
募
の
動
機
や
、
行
財
政
改

革
に
対
す
る
意
見（
現
状
認
識
・

行
革
意
識
・
提
言
な
ど
）
を
ま

と
め
た
も
の

⑵　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

職
業
・
電
話
番
号
・
略
歴
を
明

記
し
た
も
の

応
募
締
切
日　
４
月
27
日
㈮
必
着

※　

応
募
者
全
員
に
選
考
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
総
合
調
整
室
行
革
推
進
係

（
☎
�
９
１
０
１
）

　平成23年度のエコクリーンセンターのばい煙などと周辺
環境（大気質）の測定結果をお知らせします。

ばい煙など測定結果

項　　　目
測定結果 排出基準

自主規制値H23.7.12 H24.1.13 H23.7.12 H24.1.13
１号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉

ば
い
煙

ばいじん（g/㎥N） 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.08 0.01
硫黄酸化物（㎥N/h） 0.01 0.01 0.01 0.006未満 77.9 77.6 79.0 79.7 0.2152
窒素酸化物（ppm） 10 10 10 20 250 50
塩化水素（㎎/㎥N） 3.3 2.1 5.0 8.8 700 70

排ガス中ダイオキシン類
（ng-TEQ/㎥N） 0.0046 0.0031 0.0069 0.0098 1 0.01

集じん灰ダイオキシン類
（ng-TEQ/g） 0.060 － 3 －

スラグ・メタル中ダイオ
キシン類（ng-TEQ/g） 0.000011 － 3 －

　平成23年度の測定は、表の項目
のほか、騒音・振動・悪臭につい
ても実施しましたが、結果は全て
基準を下回っていました。
　今後も、引き続き、周辺環境に
配慮した施設運営に取り組みます。

問い合わせ先
浜田地区広域行政組合業務課
エコクリーンセンター
（☎０８５５�５０８１）

周辺環境（大気質）測定結果 （平成23年７月９日～15日に測定）

調査地点 項目 区分 測定結果 監視基準
(環境基準)

県道300号
（跡市波子停
車場線）
最大着地濃度
地点付近

二酸化窒素
（ppm） 日平均値の最大値 0.001 0.04～

0.06以下
二酸化硫黄
（ppm）

日平均値の最大値 0.004 0.04以下
１時間値の最高値 0.008 0.1以下

浮遊粒子状物質
（㎎/㎥）

日平均値の最大値 0.014 0.10以下
１時間値の最高値 0.030 0.20以下

塩化水素
（ppm）

平均値 0.002未満 0.02以下最高値 0.002未満
ダイオキシン類
（pg-TEQ/㎥） 平均値 0.0090 0.6以下

※　「未満」とは、定量下限値を下回っていて算出できないことを表して
います。

行
財
政
改
革
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す

広域圏だより
浜田市・江津市

～協働でつくる活力と魅力の
　　　　　ふるさと浜田圏域～

浜田地区広域行政組合
野原町(☎�１４６８)

業務課からのお知らせ
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今
年
、
10
月
20
日
㈯
か
ら
23
日
㈫

に
、
島
根
県
立
大
学
に
て
「
全
国
萬

葉
学
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

萬
葉
学
会
は
、
万
葉
集
と
そ
れ
に

関
連
す
る
各
分
野
の
研
究
を
目
的
と

し
て
、
昭
和
26
年
に
発
会
し
た
学
会

で
あ
り
、
全
国
か
ら
多
く
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
、
浜
田
に
来
ら
れ
ま
す
。

　

こ
こ
石
見
地
方
は
、
万
葉
集
の
歌

人
「
柿
本
人
麻
呂
」
に
ま
つ
わ
る
逸

話
な
ど
が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
号
か
ら
は
島
根
県
立

大
学
副
学
長
・
飯
田
泰
三
先
生
に

『「
柿
本
人
麻
呂
」
の
足
跡
を
探
し

て
』と
題
し
、「
柿
本
人
麻
呂
と
石
見
」

や「
柿
本
人
麻
呂
」に
ま
つ
わ
る
様
々

な
話
を
５
回
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
石
見
地
方
と
柿
本

人
麻
呂
、
ま
た
、
万
葉
集
の
魅
力
を

再
発
見
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

豆
知
識
『
万
葉
集
』
に
つ
い
て

　

万
葉
集
は
、全
20
巻
、約
４
、５
０
０

首
を
収
載
す
る
和
歌
集
で
す
。
万
葉

集
と
い
う
名
前
の
由
来
に
は
諸
説
が

あ
り
ま
す
が
、
あ
ら
ゆ
る
言
の
葉
を

と
り
あ
つ
め
た
も
の
と
解
す
る
説
、

歌
を
「
葉
」
に
た
と
え
、
多
く
の
歌

の
集
成
と
考
え
る
説
、「
万
葉
」
と

い
う
語
に
万
代
、
万
世
の
意
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
歌
集
が
万
代
に
伝

わ
る
よ
う
願
い
名
づ
け
た
と
い
う
説

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

成
立
時
期
に
つ
い
て
も
詳
細
は
分

か
っ
て
お
ら
ず
、
一
貫
し
た
定
説
は

あ
り
ま
せ
ん
。
巻
ご
と
に

表
記
や
編
纂
形
式
が
異
な

る
た
め
、
段
階
的
に
成
立

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
文
化
振
興
課

（
☎
�
９
７
３
０
）

主な改正内容
①部の再編（上下水道部の新設）
②内室の新設（地籍調査室・図書館準備室の新設）
③組織の効率化を図るための係の統廃合

問い合わせ先　本庁人事課人事係（☎�９１３０）

各部署の改正内容

【健康福祉部】
①高齢者障がい者福祉課を「高齢障がい課」に名

称変更
②障がい者福祉係を「障がい福祉係」に名称変更
【産業経済部】
①産業政策課産業庶務係を「産業企画係」に名称

変更
②浜田港振興会の所管を産業企画係に移管
③産業政策課矯正施設調整係を廃止
【建設部】
①建設整備課地籍調査係を建設整備課の内室「地

籍調査室地籍調査係」として新設（地籍調査事
業の拡大のため）

【建設部・水道部】
①建設部下水道課を水道部に統合し「上下水道部」

として新設（業務の効率化を図るため）、あわ
せて、下水道課３係を「管理係」「施設係」の
２係に再編

【金城支所】
①自治振興課財務係を廃止し、関連業務を庶務係

へ統合
【旭支所】
①自治振興課の総務係・自治振興係・財務係を「庶

務係」・「情報防災係」・「自治振興係」に再編
【教育部】
①生涯学習課の内室として「図書館準備室図書館

準備係」を新設（中央図書館及び三隅図書館の
開館に備えるため）

「紙
かみすきちょうほうき

漉重寶記」より

「
萬
葉
学
会
」
開
催
関
連
講
座

～
「
柿
本
人
麻
呂
」
の
足
跡
を
探
し
て
～

平成24年４月１日から　浜田市行政組織が変わります平成24年４月１日から　浜田市行政組織が変わります
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

浜
田
市
で
は
、
空
気
の
乾
燥
す

る
４
月
・
５
月
に
、
た
き
火
や
た

ば
こ
の
不
始
末
に
よ
る
火
災
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
の
投
げ
捨

て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
風

の
強
い
日
や
空
気
の
乾
燥
し
て
い

る
と
き
に
は
、
た
き
火
な
ど
を
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
�
１
１
６
７
）

第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日　
６
月
10
日
㈰

受
付
期
間

・
書
面
申
請　

４
月
10
日
㈫
～
24

日
㈫

・
電
子
申
請　

４
月
７
日
㈯
～
21

日
㈯

試
験
会
場　
浜
田
・
出
雲
・
大
田
・

益
田
・
隠
岐

試
験
種
類　
甲
種
・
乙
種
各
類
・

丙
種

手
数
料

・
甲
種　

５
、
０
０
０
円

・
乙
種　

３
、
４
０
０
円

・
丙
種　

２
、
７
０
０
円

※　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
い
内
容

は
、
受
験
案
内
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
受
験
案
内
・
試
験
受

験
願
書
は
、
市
消
防
本
部
及
び

各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

（
☎
�
１
１
６
７
）

第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備

講
習
会

対
象
者　
危
険
物
取
扱
者
試
験
乙

種
第
４
類
を
受
験
す
る
人

講
習
日　
５
月
14
日
㈪
・
15
日
㈫

講
習
会
場　
い
わ
み
ー
る
４
０
２

研
修
室

※　

受
講
申
請
・
払
込
期
限
は
、

講
習
会
の
１
週
間
前
で
す
。

※　

受
講
料
・
申
込
方
法
な
ど
詳

し
い
内
容
は
、
案
内
書
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
案
内
書
・
申

請
書
は
、
市
消
防
本
部
及
び
各

出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

※　

甲
・
乙
・
丙
の
各
種
テ
キ
ス

ト
の
み
の
購
入
も
で
き
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合

会
（
☎
０
８
５
２
�
６
７
５
２
）

　

金
城
自
治
区
の
公
民
館
（
雲
城

公
民
館
を
除
く
。）
で
、
住
民
票
な

ど
の
証
明
が
、
即
日
交
付
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
今
福
・
波
佐
郵

便
局
で
行
っ
て
い
ま
し
た
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
（
証
明
書
発
行

事
務
）
は
３
月
30
日
㈮
で
終
了
し

ま
し
た
。

交
付
開
始
日　
４
月
２
日
㈪

交
付
で
き
る
公
民
館

今
福
公
民
館
・
久
佐
公
民
館
・

美
又
公
民
館
・
波
佐
公
民
館
・

小
国
公
民
館

交
付
で
き
る
日
時

美
又
公
民
館

月
曜
日　

午
前
９
時
～
正
午

久
佐
・
波
佐
・
小
国
公
民
館

火
曜
日　

午
前
９
時
～
正
午

今
福
公
民
館

木
曜
日　

午
前
９
時
～
正
午

交
付
で
き
る
証
明

住
民
票
・
印
鑑
証
明
・
所
得
課

税
証
明

※　

印
鑑
登
録
や
戸
籍
謄
本
な
ど

の
交
付
は
、
公
民
館
で
は
で
き

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課

（
☎
�
９
４
０
０
）

市
金
城
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
１
２
３
５
）

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
一
人
ひ

と
り
の
節
電
の
取
組
や
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
引
き
続
き
、
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

募
集
期
間

４
月
２
日
㈪
～
９
月
28
日
㈮

※　

た
だ
し
、
予
算
総
額
に
達
し

た
時
点
で
募
集
を
終
了
し
ま
す
。

要
件
（
主
な
も
の
）

・
市
内
に
自
ら
所
有
し
、
居
住
す

る
家
屋
に
対
象
シ
ス
テ
ム
を
設

置
す
る
個
人

・
市
内
事
業
者
か
ら
の
購
入
及
び

施
工
に
よ
る
こ
と

・
着
工
前
に
申
請
し
、
交
付
決
定

日
以
降
に
着
手
す
る
こ
と

・
太
陽
光
発
電
普
及
拡
大
セ
ン

タ
ー
（
Ｊ-

Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
の
適
合

機
種
で
あ
る
こ
と

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

補
助
金
額
（
増
額
後
）

・
シ
ス
テ
ム
１
kw
あ
た
り
４
万
円

（
た
だ
し
、
４
kw
・
16
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
。）

※　

県
の
補
助
金
（
１
kw
あ
た
り

１
万
円
・
上
限
４
万
円
）
を
含

み
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
エ
コ
ラ

イ
フ
推
進
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

火
災
予
防

危
険
物
取
扱
者
試
験
及
び

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備

講
習
会

生
活
・
環
境

金
城
の
公
民
館
で
の
住
民
票

な
ど
の
交
付

増
額
し
ま
す
！

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
事
業
補
助
金
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犬
の
所
有
者
は
、
飼
い
犬
に
生

涯
１
回
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
を
毎
年
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
法

律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
た
だ

し
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
）。

　

市
で
は
、
各
地
域
で
登
録
の
受

付
と
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
実

施
し
ま
す
。

持
参
す
る
も
の

・
注
射
料
１
頭
２
、
９
５
０
円

・
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
申

請
カ
ー
ド
（
は
が
き
）

・
新
規
登
録
の
場
合
は
、
登
録
料

１
頭
３
、
０
０
０
円

・
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
フ
ン
回
収
具

　

犬
の
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射

済
票
は
犬
の
首
輪
に
つ
け
て
い
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
飼

い
犬
の
死
亡
・
行
方
不
明
・
犬
の

所
在
地
変
更
・
飼
い
主
変
更
な
ど

は
速
や
か
に
本
庁
く
ら
し
と
環
境

課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課
へ
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
く
ら
し

と
環
境
係
（
☎
�
９
４
２
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

犬の登録と狂犬病予防注射日程表
【浜　田】 【金　城】

４月 場所 時間 ４月 場所 時間 ４月 場所 時間

18
日
㈬

荒相　岡本勝美様宅前 9:00～ 9:05

23
日
㈪

生湯町宇野木工所付近 9:35～ 9:45

16
日
㈪

新開集会所前 9:10～ 9:25
荒相　三浦様宅前 9:10～ 9:15 生湯海水浴場休憩所付近 9:55～10:00 元小笹　森川一二三様宅前 9:30～ 9:35
ブルーコーンズ前

（旧ＪＡ久代事業所前） 9:20～ 9:30 ヒルズガーデン神在入り口付近 10:10～10:20 水上谷集会所前 9:40～ 9:45
長沢町イエローハット駐車場 10:25～10:35 小笹集会所前 9:50～10:00

国分尼寺跡前 9:35～ 9:45 浅井公民館前 10:40～10:50 伊木集会所前 10:05～10:10
国分公民館前 9:50～10:05 浅井町メガネの三城駐車場 13:10～13:15 青原集会所前 10:20～10:35
下府公民館前 10:10～10:20 黒川町どうどう公園付近 13:20～13:25 下ノ原　鍛冶畑様宅入り口付近 10:40～10:50
上府町市尻酒店付近 13:15～13:30 高佐町　角国様宅付近 13:30～13:35 後山　岡田新一様宅前 11:10～11:15
上府消防車庫前 13:35～13:45 石見公民館前 13:40～13:50 深笹上集会所前 11:25～11:30
旧ＪＡ宇野事業所付近 13:55～14:10 相生町ベルコ倉庫前 13:55～14:05 ㈲シマネ波佐電子前 11:40～11:50
姉金　千代延様宅付近 14:15～14:25 竹迫町平和公園付近 14:10～14:25 亀谷原　榎一夫様宅前 13:05～13:10
国分公民館有福分館前 14:30～14:45 竹迫団地公園前（４町内）14:30～14:40 浄蓮寺下 13:20～13:25
宇野町西山バス停付近 14:50～14:55 野原町２町内公民館前 14:45～14:55 波佐消防ポンプ倉庫前 13:30～13:35

19
日
㈭

大谷上公民館大元神社付近 9:10～ 9:15 野原町１町内公民館下駐車場 15:00～15:05 旧ＪＡ小国事業所前 13:45～13:55
青口バス停付近 9:25～ 9:30

24
日
㈫

相生町国土交通省付近 9:00～ 9:10 徳田中　横山様宅前 14:00～14:05
大麻公民館前 9:40～ 9:50 社家地神社付近 9:15～ 9:20 柚根農産物集出荷場前 14:10～14:15
力石バス停付近 9:55～10:00 三宮児童公園付近 9:25～ 9:30

17
日
㈫

久佐川バス停付近 13:10～13:15
周布公民館前 10:10～10:25 河内公民館付近

（河内町親水広場） 9:35～ 9:45 下久佐集会所前 13:20～13:25
周布１町内公民館前 10:30～10:40 久佐消防ポンプ倉庫前 13:30～13:35
吉地集会所前 13:30～13:35 石見公民館長見分館前 10:00～10:10 久佐公民館（くざ会館）前 13:40～13:45
門田公民館前 13:40～13:50 十文字原バス停付近 10:20～10:25 小原谷集会所前 13:50～13:55
漁協津摩支所前 13:55～14:05 石見公民館細谷分館前 10:30～10:35 新生集会所前 14:00～14:05
日脚児童公園付近

（大久保団地内） 14:15～14:20 後野町８町内公民館前 13:15～13:20 浄光寺前バス停付近 14:10～14:15
後野小学校前 13:30～13:40 上長屋集会所前 14:20～14:25

日脚児童館付近 14:25～14:40 生活改善センター伊南神社付近 13:45～13:50

18
日
㈬

今田よりあい会館前 9:05～ 9:30
長浜商港バス停付近 14:45～15:05 両間口バス停付近 13:55～14:00 金田会館前 9:35～ 9:50
長浜公民館前 15:10～15:25 旧ＪＡ佐野事業所付近 14:05～14:20 下長屋　山田様宅前 9:55～10:05

20
日
㈮

福井地区集会所前（９号線沿い） 9:10～ 9:20 佐野下町内生活改善センター前 14:25～14:30 小松木口付近 10:10～10:20
汐入県職員住宅前 9:25～ 9:30 宇津井公民館付近 14:35～14:40 元谷石碑前 10:25～10:35
浜田商業高校入り口付近 9:35～ 9:55 小山町内　遠藤俊長様宅前 14:45～14:50 入野集会所前 10:40～10:45
熱田町５町内集会所前 10:00～10:10

25
日
㈬

天満パーキング前 9:00～ 9:10 越沢集会所前 10:50～11:00
上内田バス停付近 10:15～10:20 清水町消防ポンプ車庫付近 9:20～ 9:35 植松集会所前 11:10～11:15
猪伏口バス停付近 10:25～10:30 青川陸橋下駐車場付近 9:40～ 9:50 福原集会所前 11:25～11:30
牛谷バス停付近 13:30～13:40 笠柄児童公園付近 9:55～10:05 大元集会所前 11:35～11:40
美川公民館西分館前 13:50～14:00 元浜町かもめ公園付近 10:10～10:20 美又国民保養センター前 11:45～11:50
櫟田原公民館前 14:10～14:15 浜田保健所前 10:25～10:40 皆合滝原橋付近 13:05～13:10
下鍋石バス停付近 14:30～14:35 港町百草園コーポ江村付近 13:10～13:15 美又口　渡辺様宅横 13:15～13:20
一ノ瀬橋旧岩井商店付近 14:40～14:45 瀬戸ケ島町　高森英昭様宅前 13:20～13:25 今福公民館（ふれあい会館）前 13:25～13:35
松羽地区防災センター前 14:50～15:00 外ノ浦町金比羅宮前 13:35～13:40 上組集会所前 13:40～13:45
美川公民館前 15:05～15:15 松原郵便局前 13:45～14:00 大谷集会所前 13:50～13:55

23
日
㈪

ＪＡいわみ中央長沢事業所前 9:05～ 9:15 市役所東分庁舎前駐車場 14:05～14:15 かたらいの家前 14:00～14:10
二反田団地集会所前 9:20～ 9:30

注意事項
・当日の交通事情などにより、予定時間に実施できない場合があります。
・浜田市以外で登録をしている犬、生後90日以下の犬については、当日会場で注射を受けることができません。
・会場で受けることができない場合は、動物病院・獣医科病院で注射を受けてください（登録もできます。）ただし、
　手数料が加算される場合があります。

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
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できることからはじめましょう
【室外機の置き方をチェック！】
　エアコンを効果的に使うには、室外機の置き場
所は季節ごとに動かすのは難しいので、直射日光
が当たらず、風通しの良い場所に設置するのがベ
スト。冬の北風が強いときには、風よけをおいて
みるのはいかがでしょうか。

　家庭に設置することができる環境に優しい設備
の一部を紹介します。
○太陽光発電　
　太陽の光のエネルギーを吸収した太陽電池を利
用して電気を作ることを「太陽光発電」といいま
す。燃料がいらないので、ＣＯ₂を出さないクリー
ンなエネルギーとして注目されています。
　現在、国や浜田市では補助制度を設け、普及促
進に力を入れています。

○省エネ給湯器
　「エコキュート」は、太陽の熱で暖められた空
気を、電気の力で圧縮して高温にし、その熱でお
湯を沸かす仕組みです。
　「エネファーム」は、ガスを利用して燃料電池
ユニットで発電し、同時にお湯を作り、そのお湯
を貯湯ユニットにためておくことができます。
　ガス給湯器の「エコジョーズ」は、これまで放
出されていた熱を回収して利用することで、大気
中への熱の放射を大幅にカットし、環境にやさし
く、節約もできます。

　これから設備の購入や買い替えを考えている人
は、省エネを意識して選ぶといいですね。
出典（参考）　公益財団法人しまね自然と環境財

団「エコライフ10へのご招待」
（本庁くらしと環境課）

犬の登録と狂犬病予防注射日程表
【　旭　】 【弥　栄】 【三　隅】

４月 場所 時間 ４月 場所 時間 ４月 場所 時間

16
日
㈪

市役所旭支所前 9:00～ 9:20

19
日
㈭

畑集会所前 9:15～ 9:20

23
日
㈪

芦谷集会所前 9:20～ 9:30
坂本構造改善センター前 9:30～ 9:35 山賀集会所前 9:30～ 9:40 みのり会館前 9:35～ 9:50
西都川集会所前 9:40～ 9:45 小坂集会所前 9:50～10:05 小原集会所前 9:55～10:05
谷神社付近 9:55～10:00 西河内集会所前 10:10～10:15 市場集会所前 10:15～10:30
都川高齢者活動促進センター前 10:10～10:20 西河内　山崎昭三様宅前 10:20～10:30 周布地停留所付近 10:35～10:45
東都川集会所前 10:25～10:35 日高集会所前 10:35～10:40 上今明神明宮下 11:00～11:10
岩畳生活改善センター前 10:45～10:55 交流センターかどた前 10:45～10:50 上室谷集会所前 11:15～11:25
越木バス停留所付近 13:10～13:15 程原上集会所前 11:05～11:10 田代商店前 11:30～11:40
来尾神社前 13:25～13:30 三里の朝市前 11:20～11:30 東平原上集会所前 13:20～13:30
市木生活改善センター前 13:40～13:45 横谷集会所前 11:35～11:45 白砂公民館前 13:40～13:50
早水生活改善センター前 13:50～13:55 老人福祉センター前 13:15～13:25 今浦集会所前 14:00～14:10
中郡集会所前 14:00～14:05 大坪センター前 13:30～13:35

24
日
㈫

的野集会所前 9:45～ 9:55

17
日
㈫

市役所旭支所前 9:00～ 9:20 稲代集会所前 13:40～13:50 黒沢２区　洗川正信様宅付近 9:55～10:05
丸原センター前 9:25～ 9:35 金岡集会所前 14:00～14:05 井川集会所前 10:15～10:25
しろつの生活センター前 9:45～ 9:50 市役所弥栄支所前 14:15～14:30 河野建設㈱向側広場 10:35～10:50
山ノ内生活改善センター前 10:00～10:05

20
日
㈮

高坂谷　小松原忠雄様宅前 9:10～ 9:20 中古和集会所前 10:55～11:05
木田生活改善センター前 10:10～10:15 六歩谷集会所前 9:25～ 9:40 上古和集会所前 11:10～11:20
戸川生活改善センター前 10:30～10:35 十国トンネル前 9:45～ 9:50 河内橋上待避所 11:30～11:45
本郷バス停留所付近 10:45～10:55 野坂　前山章男様宅前 9:55～10:05 谷集会所前 13:20～13:40
重富生活改善センター前 11:05～11:10 大斉集会所前 10:10～10:20 市役所三隅支所前 13:50～14:10
和田生活改善センター前 11:20～11:30 西の郷ライスセンター前 10:25～10:40

25
日
㈬

㈲杖田農機店グリーンショップ横 9:10～ 9:25
仲三集会所前 10:45～10:55 ひゃこるバス宮ヶ迫停留所付近 9:35～ 9:45
老人福祉センター前 11:00～11:15 床並　和崎輝男様宅付近待避所 9:50～10:00
市役所弥栄支所前 11:30～11:45 岡見公民館前 10:10～10:25
小熊集会所前 13:20～13:25 ＪＲ岡見駅前 10:30～10:45
熊の山　齋藤繁美様宅前 13:35～13:40 古湊漁村センター前 10:55～11:10
下田野原集会所前 13:50～13:55 江野本電器付近待避所 11:20～11:30
上田野原集会所前 14:05～14:10 湊浦集会所前 13:10～13:30

海石集会所前 13:35～13:50
市役所三隅支所前 13:55～14:15

エコライフへのご招待　～快適な住まいでエコライフ～
自分なりのエコライフの一歩を、意識的に踏み出そう
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・
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４月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
3 火 長沢町１
4 水 長沢町２～５・７・８
5 木 生湯町１～４
6 金 長沢町６・８、桜ケ丘、菅原団地
9 月 浅井町４～６
10 火 浅井町１～３、黒川町１・２
11 水 黒川町３～７
12 木 相生町１～３
13 金 相生町３・４、竹迫町
16 月 杉戸町、笠柄町
17 火 熱田町６～10
18 水 熱田町11～13
19 木 熱田町14、内田町
20 金 長浜町１～８
23 月 日脚町２～６・８・９、周布町
24 火 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台
25 水 唐鐘１～９
26 木 国分町１～３、唐鐘10・11、下府町４～６・８
27 金 下府町１～３、下府町６－１、伊甘
※　雨天などにより中止した場合、町内会長からの
連絡で土曜日に実施することがあります。

（本庁くらしと環境課）

　

県
内
の
団
体
や
法
人
が
行
う
環

境
保
全
活
動
の
支
援
と
し
て
、
活

動
に
必
要
な
資
金
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

　

循
環
型
社
会
へ
の
取
組
や
自
然

環
境
の
保
全
な
ど
、
島
根
の
環
境

を
よ
り
良
く
す
る
活
動
に
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
活
動  

４
月
１
日
㈰
か
ら
平

成
25
年
２
月
28
日
㈭
ま
で
に
行

う
次
の
活
動

⑴ 

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

⑵　

３
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー

ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
推
進

⑶　

自
然
環
境
保
全
の
推
進
活

動
、
生
物
多
様
性
の
維
持
の
た

め
の
環
境
保
全
な
ど

⑷　

水
環
境
保
全
の
推
進

⑸　

環
境
教
育
・
学
習
の
推
進

対
象
団
体　
10
人
以
上
の
会
員
を

有
す
る
団
体
（
公
共
機
関
や
企

業
を
除
く
。）

助
成
額

　

５
万
円
以
上
80
万
円
以
内

助
成
率

　

対
象
経
費
の
２
／
３
以
内

申
込
締
切
日

　

４
月
30
日
（振）　
当
日
消
印
有
効

申
込
方
法　
申
請
書
（
公
益
財
団

法
人
し
ま
ね
自
然
と
環
境
財
団

松
江
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
添
付
書
類
を
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

募
集
案
内
は
、
本
庁
く
ら
し

と
環
境
課
及
び
各
支
所
市
民
福

祉
課
に
も
あ
り
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
自
然
と

環
境
財
団
松
江
事
務
所
【
〒
６

９
０-

０
０
１
１　

松
江
市
東

津
田
町
１
７
４
１-

３　

い
き

い
き
プ
ラ
ザ
島
根
３
階
（
☎
０

８
５
２
�
５
２
６
０
・
▢FAX
０
８

５
２
�
５
２
６
５
）】

h
ttp

://n
a
tu

re-sa
n
b
e.jp

/
eco/

旭
（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
）

受
付
期
間

４
月
９
日
㈪
～
20
日
㈮

入
居
資
格　
次
に
掲
げ
る
条
件
を

全
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

・
現
在
同
居
又
は
同
居
予
定
の
親

族
が
あ
る
人

・
収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
を
超

え
、
48
万
７
千
円
以
下
で
あ
る

世
帯

※　

収
入
月
額
と
は
、
世
帯
全
員

の
年
間
総
所
得
額
（
前
年
分
）

か
ら
控
除
額
（
世
帯
の
状
況
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）
を
引

い
て
12
で
割
っ
た
額
で
す
。

・
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を

必
要
と
す
る
人

弥
栄
（
地
域
定
住
住
宅
）

受
付
期
間

４
月
９
日
㈪
～
20
日
㈮

募集住宅
（間取り） 所在地 建設年度 戸数 家賃の月額

あさひインターハイツ
４号棟（２ＬＤＫ） 丸原 平成19年度 ２戸 36,000円

ニュー旭ヶ丘
（３ＬＤＫ） 今市 平成８年度 １戸 40,000円

敷金　家賃の月額の３か月分

募集住宅（間取り）所在地 建設年度 戸数 家賃の月額
塚ノ元住宅１号棟Ａ
単身用（３ＤＫ）

木都賀

昭和30年度
(平成11年改修)

各１戸

20,000円

下谷住宅２号棟
世帯用（２ＬＤＫ） 平成23年度 23,000円

寺組住宅１号棟Ｂ
世帯用（２ＬＤＫ） 長安本郷 平成12年度 22,000円

栃木住宅４号棟
世帯用（３ＬＤＫ） 栃木 平成16年度 23,000円

敷金　家賃の月額の３か月分

入
居
資
格　
次
に
掲
げ
る
条
件
を

全
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

環
境
保
全
活
動
に
対
し
て

助
成
し
ま
す

住
宅

住
宅
入
居
者
募
集
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・
地
域
定
住
住
宅
を
生
活
の
本
拠

地
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

・
そ
の
人
の
収
入
が
、
生
活
保
護

法
に
よ
る
保
護
の
基
準
額
以
上

で
あ
る
こ
と

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
人

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

・
自
治
会
に
加
入
で
き
る
人

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
で
き

る
人

※　

そ
の
ほ
か
の
入
居
条
件
や
収

入
基
準
の
範
囲
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
土
建
㈱

（
☎
�
１
４
１
７
）

　

市
内
の
中
小
企
業
者
に
対
し
、

事
業
化
を
目
的
と
し
た
新
商
品
の

開
発
、
展
示
会
へ
の
出
展
な
ど
に

よ
る
販
路
開
拓
な
ど
の
事
業
活
動

に
対
し
て
、
一
部
経
費
を
支
援
す

る
補
助
制
度
で
す
。

対
象　

市
内
に
主
た
る
事
業
所

（
住
所
）
を
有
す
る
中
小
企
業

者
で
、
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ

と
補
助
対
象
期
間　
４
月
１
日
㈰
～

平
成
25
年
３
月
31
日
㈰

受
付
期
間

５
月
７
日
㈪
～
６
月
８
日
㈮

申
請
方
法　
所
定
の
申
請
書
（
本

庁
産
業
政
策
課
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

受
付
期
間
内
で
予
算
が
超
過

し
た
場
合
は
、
補
助
額
が
減
額

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

事
業
着
手
は
、
原
則
、
補
助

金
の
交
付
決
定
日
以
降
で
す
。

た
だ
し
、
事
前
に
着
手
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
事
業

内
容
及
び
経
費
に
よ
っ
て
は
、

補
助
対
象
外
と
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
政
策
課

（
☎
�
９
５
０
１
）

中小企業チャレンジ支援事業メニュー

事業区分 事業内容 補助率及び補助
金の交付限度額

新商品開発事業
（補助対象経費の
総額が30万円以上
のものに限る。）

新商品開発・既存商品の改良に要する経費
補助対象経費　専門家謝金・研究開発費・委
託費など（機械装置などの購入費を除く。）

１／２以内
30万円以下

特許権等取得事業
産業財産権の取得に要する経費
補助対象経費　出願費用・弁理士費用・先
行技術調査費など

１／２以内
５万円以下

販路開拓事業

商談会・展示会への出展、インターネット
通信販売に係る新規出店に要する経費
補助対象経費　出展（店）費用・印刷製本
費など

１／２以内
20万円以下

デザイン開発事業

商品などのデザイン開発及び改善に要する経
費
補助対象経費　専門家謝金・デザイン委託／
購入費・試作費など

１／２以内
15万円以下

中小企業組織化促
進事業

中小企業など数社で、事業の共同化・協業
化を図るための新会社設立に要する経費
補助対象経費　専門家謝金・登記費用など

１／２以内
30万円以下

　

県
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が

企
業
な
ど
で
実
際
の
仕
事
を
体
験

し
な
が
ら
、
実
践
的
な
知
識
や
技

能
を
身
に
付
け
、
雇
用
・
就
業
の

促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
企
業
な

ど
に
委
託
し
短
期
の
職
業
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
雇
用
を
考

え
て
い
る
企
業
な
ど
で
、
職
業
能

力
や
適
正
を
見
極
め
た
い
と
き
や

雇
用
前
に
業
務
に
必
要
な
技
術
・

技
能
を
習
得
さ
せ
た
い
と
き
に
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

訓
練
対
象
者　
障
が
い
の
あ
る
人

（
原
則
と
し
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
受
講
あ
っ
せ
ん
が
必
要
）

委
託
先　
一
般
企
業
・
社
会
福
祉

法
人
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
・

民
間
教
育
訓
練
機
関
な
ど

訓
練
内
容　
製
品
加
工
・
食
品
製

造
・
清
掃
管
理
・
介
護
・
土
木

管
理
・
農
業
・
電
子
機
器
組
立

て
・
事
務
補
助
な
ど
、
委
託
先

の
業
務
や
特
性
を
生
か
し
た
訓

練
訓
練
期
間　
原
則
と
し
て
１
か
月

か
ら
３
か
月
以
内
で
、
１
か
月

あ
た
り
１
０
０
時
間
が
標
準
で

す
（
６
か
月
ま
で
延
長
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
）。

※　

訓
練
は
１
人
か
ら
実
施
で
き

ま
す
。

賃
金
の
支
払　
訓
練
期
間
中
は
作

業
実
習
を
行
う
た
め
、
企
業
な

ど
か
ら
賃
金
を
支
払
う
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
一
定
の
条
件
を

満
た
す
訓
練
生
に
は
、
雇
用
保

険
や
訓
練
手
当
な
ど
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

訓
練
終
了
後
の
雇
用　
訓
練
終
了

後
に
そ
の
ま
ま
雇
用
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
で
す
が
、
必
ず
し

も
雇
用
が
条
件
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

訓
練
委
託
料　
県
が
訓
練
委
託
先

に
１
人
１
か
月
６
３
、
０
０
０

円
（
消
費
税
込
み
）
を
上
限
と

し
て
支
払
い
ま
す
。

事
故
な
ど
の
対
応　
県
は
、
労
災

事
故
を
補
償
す
る
た
め
、
労
働

災
害
補
償
保
険
に
特
別
加
入
し

ま
す
。
訓
練
生
は
、
物
損
事
故

な
ど
を
補
償
す
る
た
め
、
訓
練

生
総
合
保
険
に
任
意
加
入
で
き

ま
す
。

産
業
・
地
域
活
性
化

浜
田
市
中
小
企
業
チ
ャ
レ

ン
ジ
支
援
事
業

障
が
い
者
委
託
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

※　

訓
練
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や

障
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
・
調
整
し
行
い
ま
す
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

西
部
高
等
技
術
校

（
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０
）

西
部
高
等
技
術
校
浜
田
駐
在

（
☎
�
５
７
３
３
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

（
☎
�
８
６
０
９
）

浜
田
障
が
い
者
就
業
・
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
レ
ン
ト

（
☎
�
４
１
４
１
）

鳥
獣
捕
獲
対
策

　

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
捕
獲
を
目
的

と
し
た
捕
獲
檻
の
設
置
を
希
望
す

る
集
落
に
対
し
、
経
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

補
助
対
象　
集
落
で
捕
獲
檻
を
設

置
し
た
場
合
の
経
費

補
助
率

補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
以
内

（
限
度
額
８
万
円
）

鳥
獣
被
害
防
止
対
策

　

イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
農
作
物

へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
防

護
柵
に
つ
い
て
、
本
年
度
新
規
に

希
望
す
る
人
に
対
し
、
経
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
対
象　
10
ア
ー
ル
以
上
の
農

地
に
防
護
柵
（
電
気
牧
柵
・
ワ

イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
な
ど
）
を
設

置
し
た
場
合
の
資
材
費
（
養
蜂

業
の
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。）

補
助
率

補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
以
内

（
限
度
額
５
万
円
）

受
付
期
間　
９
月
30
日
㈰
ま
で

※　

た
だ
し
、
予
算
が
無
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
。
資
材
な
ど

を
購
入
す
る
前
に
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
課
農
政
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

各
支
所
産
業
課

　

市
で
は
、
西
条
柿
の
栽
培
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
生
産

農
家
の
高
齢
化
な
ど
の
影
響
か
ら

柿
園
の
荒
廃
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
将
来
的
に
園
地
を

借
り
入
れ
、
出
荷
を
目
的
と
し
た

栽
培
を
目
指
す
人
を
育
成
す
る
た

め
の
栽
培
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

基
本
的
な
管
理
作
業
か
ら
経
験

し
て
も
ら
う
講
座
に
な
り
ま
す
の

で
、
畑
は
あ
っ
て
も
栽
培
に
自
信

が
な
い
人
、
農
家
で
な
い
人
で
も

奮
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間　
５
月
～
平
成
25
年
３
月

（
年
８
回
程
度
）

※　

平
日
に
開
催
し
ま
す
。

場
所　
三
隅
町
東
平
原
（
現
地
ま

で
の
交
通
手
段
の
確
保
を
条
件

と
し
ま
す
。）

内
容　
摘
果
・
防
除
・
剪せ

ん

定て
い

な
ど

必
要
作
業
の
講
義
と
実
習
及
び

先
進
地
視
察

申
込
締
切
日　
４
月
27
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

農
林
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
３
５
０
０
）

　

市
の
海
外
友
好
都
市
（
石せ

き

嘴し

山ざ
ん

市
・
栄え

い

成せ
い

市
・
真し

ん

如に
ょ

鎮ち
ん

・
ブ
ー
タ

ン
王
国
）
と
の
民
間
交
流
事
業
を

実
施
す
る
団
体
に
対
し
、
助
成
を

行
い
ま
す
。

対
象
者　
市
内
に
所
在
す
る
団
体

（
法
人
・
任
意
団
体
の
別
は
問

い
ま
せ
ん
。
政
治
団
体
及
び
宗

教
団
体
を
除
き
ま
す
。）

対
象
事
業　
海
外
友
好
都
市
と
の

民
間
交
流
事
業
で
、
市
民
の
国

際
理
解
・
友
好
親
善
及
び
国
際

協
力
を
促
進
す
る
目
的
で
実
施

す
る
事
業
や
海
外
友
好
都
市
の

啓
発
事
業
な
ど

助
成
額　
交
流
事
業
１
事
業
あ
た

り
30
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

受
付
締
切
日　
５
月
31
日
㈭

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
政
策
課
交
流
推
進
係

（
☎
�
９
２
０
２
）

　

固
定
資
産
税
の
土
地
・
家
屋
は
、

全
国
一
斉
に
３
年
ご
と
に
評
価
額

を
見
直
す
制
度
が
と
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
「
評
価
替
え
」
と
言

い
、
国
の
基
準
に
沿
っ
て
評
価
額

を
見
直
し
、
次
の
評
価
替
え
ま
で

の
３
年
間
、
評
価
額
は
据
え
置
か

れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
４
月
23
日
㈪
に
発

送
予
定
の
固
定
資
産
税
納
税
通
知

書
に
同
封
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
に

な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
資
産
税
室

（
☎
�
９
２
３
３
）

　

平
成
24
年
度
固
定
資
産
税
納
税

通
知
書
と
課
税
明
細
書
は
、
４
月

23
日
㈪
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

　

納
税
通
知
書
発
行
以
前
に
評
価

額
な
ど
を
確
認
し
た
い
人
は
、
４

月
２
日
㈪
か
ら
、
次
の
窓
口
で
確

認
で
き
ま
す
。

対
象　
市
内
に
資
産
を
所
有
し
て

い
る
納
税
者

期
間　
４
月
２
日
㈪
～
５
月
31
日

㈭
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。）

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

場
所　
市
役
所
本
庁
税
務
課
又
は

各
支
所
税
務
担
当
窓
口

手
数
料　
無
料

縦
覧
・
閲
覧
に
際
し
て
の
お
願
い

　

縦
覧
・
閲
覧
で
き
る
人
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
身
分
を

証
明
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
・

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
被
害
対
策

西
条
柿
を
栽
培
し
て

み
ま
せ
ん
か

海
外
友
好
都
市
と
の
交
流

事
業
を
実
施
す
る
団
体
に

助
成
し
ま
す

税
務
・
納
税

平
成
24
年
度
は
固
定
資
産
税

の
評
価
替
え
の
年
で
す

平
成
24
年
度
固
定
資
産
税

の
評
価
額
な
ど
が
確
認
で

き
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

写
真
付
住
基
カ
ー
ド
な
ど
）
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

代
理
人
が
縦
覧
・
閲
覧
す
る
場

合
は
、
委
任
者
の
自
署
に
よ
る
委

任
状
も
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
資
産
税
室

（
☎
�
９
２
３
３
）

期
間　
４
月
24
日
㈫
～
５
月
18
日

㈮
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
本
庁
１
階
市
民
ロ

ビ
ー

※　

各
支
所
税
務
担
当
窓
口
で
も

相
談
を
受
け
ま
す
。

※　

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
・

課
税
明
細
書
・
身
分
を
証
明
で

き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・
写

真
付
き
住
基
カ
ー
ド
な
ど
）・

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
資
産
税
室

（
☎
�
９
２
３
３
）

　

４
月
以
降
に
届
く
市
税
な
ど
の

納
付
書
（

マ
ー
ク
の
印
刷
が
あ

る
も
の
）
は
、
指
定
金
融
機
関
な

ど
に
加
え
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵

便
局
（
中
国
５
県
の
み
）
で
も
納

付
で
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
納
付

書
の
様
式
を
変
更
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
市
税
な
ど

・
個
人
市
県
民
税

・
固
定
資
産
税

・
軽
自
動
車
税

・
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）

　

な
お
、
３
月
末
ま
で
に
届
い
て

い
る
市
税
な
ど
の
納
付
書
は
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
で
の
使
用

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で
ど
お

り
指
定
金
融
関
な
ど
で
は
使
用
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
税
制
係

（
☎
�
９
２
３
０
）

本
庁
徴
収
課
徴
収
係

（
☎
�
９
２
４
０
）

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
の
生
活
の
安
定
と
児
童
の
健

全
育
成
の
た
め
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。
平
成
23
年
の
全
国
消
費

者
物
価
指
数
が
下
が
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
法
に
基
づ
い
て
平
成
24
年

度
の
児
童
扶
養
手
当
額
が
次
の
と

お
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
手
当
額
は
、
年
金
と
連

動
し
、
物
価
の
変
動
に
応
じ
て
改

定
さ
れ
ま
す
が
、
物
価
ス
ラ
イ
ド

の
特
例
分
を
平
成
24
年
度
か
ら
平

成
26
年
度
の
３
年
間
で
解
消
す
る

た
め
、
今
後
も
段
階
的
に
手
当
額

が
下
が
る
見
込
み
で
す
。

　

現
在
、
既
に
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
人
に
は
、
シ
ス
テ

ム
改
修
後
に
個
人
通
知
を
送
付
す

る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

平成24年３月まで
（平成23年度）

平成24年４月以降
（平成24年度）

全部支給
（月額） 41,550円 41,430円

一部支給
（月額） 41,540円～9,810円 41,420円～9,780円

※　加算額（第２子5,000円・第３子以降１人に
つき3,000円）に変更はありません。

※　本人又は同居する扶養義務者の前年の所得が
一定額以上の場合は支給が停止されます。

対
象
治
療　
保
険
適
用
の
不
妊
治

療
及
び
検
査
・
人
工
授
精

対
象
者　
次
の
要
件
を
満
た
す
夫

婦
・
戸
籍
上
婚
姻
関
係
に
あ
り
、
夫

婦
又
は
そ
の
ど
ち
ら
か
が
浜
田

市
に
住
所
を
有
す
る
人

・
夫
又
は
妻
が
、
医
療
保
険
各
法

の
規
定
に
基
づ
く
被
保
険
者
・

組
合
員
・
被
扶
養
者
で
あ
る
人

助
成
内
容　
１
年
間
に
つ
き
４
万

円
を
上
限
と
し
、
助
成
期
間
は

一
般
不
妊
治
療
を
受
け
た
月
か

ら
起
算
し
て
３
年
間
で
す
。

※　

１
年
間
と
は
、
治
療
開
始
月

の
翌
年
の
前
月
末
日
ま
で
で
す
。

※　

１
期
分
の
申
請
期
間
で
上
限

４
万
円
に
満
た
な
か
っ
た
場
合
、

残
り
は
次
期
へ
繰
り
越
さ
れ
ま

す
。

申
請
方
法　
治
療
を
受
け
た
医
療

機
関
で
証
明
を
受
け
、証
明
書
・

申
請
書
兼
請
求
書
及
び
領
収
書

を
持
参
又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
し

た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
般
不

妊
治
療
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※　

申
請
は
そ
の
都
度
で
も
、
１

期
分
ま
と
め
て
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。

※　

各
期
間
（
１
期
・
２
期
・
３

期
）
の
翌
月
末
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

一
般
不
妊
治
療
費
等
助
成
金

交
付
申
請
書
兼
請
求
書
・
一
般

不
妊
治
療
証
明
書
の
用
紙
は
、

医
療
機
関
及
び
本
庁
子
育
て
支

援
課
・
各
支
所
市
民
福
祉
課
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

固
定
資
産
税
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す

市
税
な
ど
の
納
付
が

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
で

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

子
育
て

児
童
扶
養
手
当
額
が

変
わ
り
ま
す

一
般
不
妊
治
療
費
な
ど
を

助
成
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

お
母
さ
ん
が
赤
ち
ゃ
ん
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
病
気
に
対
す
る
抵
抗

力
（
免
疫
）
は
成
長
と
と
も
に
、

ほ
と
ん
ど
自
然
に
失
わ
れ
て
い
く

の
で
、
赤
ち
ゃ
ん
自
身
で
免
疫
を

作
っ
て
病
気
を
予
防
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
助
け
と
な
る
の

が
予
防
接
種
で
す
。

　

子
ど
も
は
発
育
と
と
も
に
外
出

の
機
会
が
多
く
な
り
、
感
染
症
に

か
か
る
可
能
性
も
高
く
な
り
ま
す
。

予
防
接
種
で
予
防
で
き
る
病
気
も

あ
り
ま
す
の
で
、
子
ど
も
の
健
康

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

個
別
接
種　
子
ど
も
の
健
康
状
態

と
対
象
年
齢
を
確
認
し
て
、
必

ず
事
前
に
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
個
別
接
種
医
療
機
関
へ

直
接
申
し
込
み
、
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

集
団
接
種
（
ポ
リ
オ
）　
居
住
す

る
自
治
区
に
か
か
わ
ら
ず
接
種

で
き
ま
す
。
事
前
の
申
込
み
は

不
要
で
す
の
で
、
直
接
会
場
へ

来
て
く
だ
さ
い
。

料
金　
無
料
（
た
だ
し
、
対
象
年

齢
を
過
ぎ
て
接
種
す
る
と
料
金

が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。）

接
種
を
受
け
る
前
に

・
健
康
状
態
の
良
い
と
き
に
受
け

ま
し
ょ
う
。

・
必
ず
当
日
の
朝
の
体
温
を
測
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
母
子
手
帳
を
必
ず
持
参
し
ま

し
ょ
う
。

・
子
ど
も
の
健
康
状
態
を
よ
く

知
っ
て
い
る
家
族
の
人
が
連
れ

て
行
き
ま
し
ょ
う
。

・
予
診
票
は
医
療
機
関
（
集
団
接

種
は
会
場
）
に
あ
り
ま
す
。
予

診
票
は
医
師
へ
の
大
切
な
情
報

で
す
。
責
任
を
持
っ
て
記
入
し

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課

（
☎
�
９
３
１
１
）

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

定期予防接種
個別接種期間　４月１日～平成25年３月31日

ワクチン名 対象年齢・接種回数など
ＢＣＧ（小児結核）
※　個別接種

対象年齢　生後３か月～６か月未満
接種回数　１回

ＤＰＴ（ジフテリ
ア・百日せき・破
傷風）
※　個別接種

対象年齢　生後３か月～７歳半未満
接種回数　初回３回　追加１回
※　回数が多いので、接種もれに注意してください。
※　20日～56日の間隔をあけて３回接種し、３回接
種後１年あけて１回接種してください。

ポリオ
※　集団接種

対象年齢　生後３か月～７歳半未満
接種回数　２回

ＭＲ
（麻しん風しん）
※　個別接種

対象年齢　第１期　１歳～２歳未満
第２期　小学校入学前の１年間(年長児相当)

（H18.4.2～H19.4.1生まれ）
第３期　中学校１年生相当

（H11.4.2～H12.4.1生まれ）
第４期　高校３年生相当

（H6.4.2～H7.4.1生まれ）
接種回数　各期１回
※　第１期と第２期の２回接種です。１歳になった
ら、なるべく早く１回目の接種を受け、２回目の
予防接種を忘れずに受けましょう。

※　第３期・第４期の予防接種は、２回目の予防接
種の機会を設け、免疫を強化するため平成20年度
から平成24年度までの限定実施です。妊娠中の人
は接種できません。

ＤＴ（ジフテリア・
破傷風）
※　個別接種

対象年齢　小学校６年生相当
（H12.4.2～H13.4.1生まれ）

接種回数　１回

日本脳炎
※　個別接種

対象年齢　第１期　３歳～７歳半未満
第２期　９歳～13歳未満

接種回数　第１期　初回２回　追加１回
第２期　１回

※　第１期は、６日～28日の間隔をあけて２回接種
し、２回接種後１年あけて１回接種してください。

※　過去に接種機会を逃した人（H7.6.1～H19.4.1
生まれ）は、残り必要回数を接種してください。

ポリオ集団接種の日程
※　かかりつけ医と相談の上、計画的
に接種しましょう。予約は不要で
す。母子手帳を持参してください。

【浜田】
受付時間　午後１時40分～２時10分
月 日 場所

５
15日㈫

子育て支援センター

17日㈭
18日㈮

７
３日㈫
４日㈬
６日㈮

10
15日㈪
16日㈫
19日㈮

12
４日㈫
５日㈬
７日㈮

３ ５日㈫
８日㈮

【金城】
受付時間　午後１時40分～２時

日程 場所
５月14日㈪ 金城老人福祉センター10月29日㈪

【旭】
受付時間　午後２時30分～２時50分

日程 場所
５月11日㈮ 旭保健センター11月16日㈮

【弥栄】
受付時間　午後２時～２時15分

日程 場所
６月26日㈫ 弥栄診療所２月26日㈫

【三隅】
受付時間　午後１時10分～１時30分

日程 場所
５月10日㈭ 寺井医院
５月28日㈪ 三隅保健センター
10月４日㈭ 寺井医院
10月22日㈪ 三隅保健センター

乳
幼
児
な
ど
定
期
予
防
接
種
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子

育

て

個別接種医療機関

医療機関名 所在地 電話番号
定期予防接種 任意予防接種

ＢＣＧ ＤＰＴ ＤＴ ＭＲ 日本脳炎 子宮頸がん ヒブ／小児
用肺炎球菌１期２期 ３期４期

うのピアノクリニック 宇野町 �２６４６ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
江木医院 片庭町 �１１８１ ○ ○ ○ ○ ○ ○
小笠原耳鼻咽喉科 殿町 �４６１７ ○ ○ ○ ○ ○
岡本胃腸科内科医院 長沢町 �５５５５ ○ ○
沖田内科医院 蛭子町 �０７６７ ○ ○
沖田病院 殿町 �１５５５ ○ ○ ○
笠田医院 牛市町 �１６２１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
神田小児科医院 殿町 �０３１８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
北村内科クリニック 国分町 �２２５７ ○
小池医院 日脚町 �１０２０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
斎藤医院 朝日町 �０２２８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
さかね内科 殿町 �２２３４ ○ ○ ○ ○ ○
さわだこどもクリニック 国分町 �３７７７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
島田病院 殿町 �２５１１ ○
すみれ小児科 熱田町 �１００６ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
心療内科田中クリニック 長沢町 �１６５０ ○
中村医院 片庭町 �１１８３ ○ ○ ○
中村胃腸科内科医院 笠柄町 �８０００ ○ ○ ○ ○ ○
中村呼吸器内科医院 内村町 �４５９３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中山産婦人科医院 殿町 �００７１ ○
西川胃腸科内科医院 相生町 �０１００ ○
浜田医療センター 浅井町 �０５０５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
半田医院 港町 �０２８８ ○ ○
真鍋医院 国分町 �００３１ ○ ○ ○ ○ ○ ○
丸山内科クリニック 相生町 �１１１５ ○
都医院 治和町 �０１００ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
向内科小児科医院 国分町 �０１６７ ○ ○ ○ ○ ○
彌重内科眼科医院 高田町 �１５２７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
やすぎクリニック 下府町 �１９１１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
山根病院 熱田町 �０６８８ ○ ○ ○ ○
金城沖田医院 金城町七条 �１８００ ○ ○
国民健康保険波佐診療所 金城町波佐 �０００１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険あさひ診療所 旭町丸原 �０００２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
酒井外科内科医院 旭町今市 �０２２２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険弥栄診療所 弥栄町木都賀 �５００１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
寺井医院 三隅町西河内 �００３８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中村医院 三隅町三隅 �００２１ ○ ○ ○
野上医院 三隅町三隅 �００３１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
山根病院三隅分院 三隅町岡見 �４３４３ ○ ○ ○
びおら小児科 江津市敬川町 0855�5355 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　

市
で
は
、１
歳
児
を
対
象
に「
水

痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）」
と
「
お
た

ふ
く
か
ぜ
」
の
任
意
予
防
接
種
に

対
す
る
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。助
成
対
象
者
に
は
、

１
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
に
お
知
ら

せ
と
助
成
券
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
３
月
31
日
が

有
効
期
限
の
助
成
券
を
持
っ
て
い

る
人
で
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る

場
合
は
、
延
長
助
成
券
を
発
行
し

ま
す
の
で
申
請
手
続
を
し
て
く
だ

さ
い
。

助
成
期
間
延
長
の
条
件

⑴　

２
歳
未
満
の
子
ど
も

⑵　

子
ど
も
の
体
調
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
助
成
期
間
内
に
接
種

で
き
な
か
っ
た
人

⑶　

水
痘
又
は
お
た
ふ
く
か
ぜ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
人

延
長
助
成
期
間　
２
歳
の
誕
生
日

の
前
日
ま
で

申
請
方
法　
本
庁
１
階
地
域
医
療

対
策
課
⑩
番
窓
口
又
は
各
支
所

市
民
福
祉
課
で
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

延
長
助
成
券
の
当
日
発
行

は
、
本
庁
の
み
で
の
対
応
と
な

り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
任
意
予
防

接
種
費
用
助
成
券
・
印
鑑
・
母

子
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

　

平
成
24
年
度
も
、
子
宮
頸
が
ん

予
防
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
ワ
ク
チ
ン
・
ヒ

ブ
（
Ｈ
ｉ
ｂ
）
ワ
ク
チ
ン
・
小
児

用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
無
料
で

接
種
で
き
ま
す
。

助
成
期
間

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

料
金　
無
料

接
種
方
法　
予
防
接
種
を
希
望
す

る
人
は
、
事
前
に
上
に
掲
載
し

て
い
る
個
別
接
種
医
療
機
関
へ

直
接
申
し
込
み
、
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
ワ

ク
チ
ン

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
中

学
校
１
年
生
相
当
か
ら
高
校
１

年
生
相
当
（
平
成
８
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
12
年
４
月
１
日
生

ま
れ
）
の
女
子

※　

た
だ
し
、
高
校
２
年
生
相
当

（
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の

女
子
は
、
平
成
23
年
度
中
に
１

回
で
も
接
種
し
た
場
合
は
、
残

り
の
回
数
を
無
料
で
接
種
で
き

ま
す
。

任
意
予
防
接
種
（
水
痘
・

お
た
ふ
く
）
の
助
成

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

助
成
を
継
続
し
ま
す
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育
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化
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生
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宅
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権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

コラムコラム子 育 て

種
類　
「
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
」・

「
ガ
ー
ダ
シ
ル
」
の
ど
ち
ら
か

を
選
択
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

初
回
接
種
し
た
ワ
ク
チ
ン
以
外

の
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
目
以
降
に

接
種
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

接
種
回
数　
３
回

【
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
の
場
合
】

　

初
回
及
び
初
回
接
種
日
か
ら
１

か
月
後
と
６
か
月
後
の
計
３
回
、

筋
肉
内
に
接
種
し
ま
す
。

【
ガ
ー
ダ
シ
ル
の
場
合
】

　

初
回
及
び
初
回
接
種
日
か
ら
２

か
月
後
と
６
か
月
後
の
計
３
回
、

筋
肉
内
に
接
種
し
ま
す
。

※　

で
き
る
だ
け
保
護
者
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。
同
伴
で
き
な

い
場
合
は
、
予
診
票
（
医
療
機

関
及
び
本
庁
地
域
医
療
対
策

課
・
各
支
所
市
民
福
祉
課
に
あ

り
ま
す
。）
の
保
護
者
欄
に
署

名
を
し
て
、
医
療
機
関
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

妊
娠
中
又
は
妊
娠
の
可
能
性

が
あ
る
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

※　

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
か

か
り
つ
け
医
と
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
母
子
手
帳
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課

（
☎
�
９
３
１
１
）

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
１
）

ヒ
ブ
（
Ｈ
ｉ
ｂ
）
ワ
ク
チ
ン
・
小

児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
２

か
月
か
ら
５
歳
未
満
の
子
ど
も

接種回数
接種開始時期 １回目 ２回目 ３回目 ４回目

ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン

２か月児～６か月児 初回 ４～８週間隔 ４～８週間隔 約１年後
７か月児～11か月児 初回 ４～８週間隔 約１年後 －
１歳～５歳未満 １回 － － －

小
児
用

肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン

２か月児～６か月児 初回 27日以上の間隔 27日以上の間隔
（12か月齢までに）

60日以上の間隔
（12～15か月齢）

７か月児～11か月児 初回 27日以上の間隔 60日以上の間隔で
１歳以降 －

１歳～１歳11か月児 初回 60日以上の間隔 － －
２歳～５歳未満 １回 － － －

　３歳児健診から就学時健診までの時期は社会
性や生活習慣が身に付く大切な時期です。そこ
で、この時期に子どもの健やかな成長や発達を
見守るとともに、家族の子育てを支援するため
に、平成20年度から保育所（園）・幼稚園巡回相
談事業を実施しています。

だれが来るの？

　浜田市特別支援連携協議会相談支援チームと
市の保健師が行っています。
浜田市特別支援連携協議会相談支援チームと
は？
　子どもの発達や発育、保護者の子育ての悩み
などを支援するスタッフです。
　メンバーは、児童相談所児童心理司・西部発
達障害者支援センターウインド相談支援員・知
的障害児施設こくぶ学園療育支援員・浜田養護
学校教諭・浜田ろう学校教諭・通級指導教室教
諭・浜田教育事務所指導主事・市保健師です(メ
ンバーは変わることがあります）。

いつごろするの？

　年１回、５月から７月の間に各園を回ります。
必要に応じて再度、園を回ることもあります。

どこでするの？

　市内の保育所（園）・認定こども園・幼稚園・
児童養護施設にスタッフが伺います。

なにをするの？

　スタッフが子どもの遊びの場面などに入りま
す。３歳以上の子どもに限らず、各年齢のクラ
スにも入ります。
・各施設の職員へ、集団生活の中で子ども一人

ひとりに応じた発達を促す保育のアドバイス
を行います。特に、就学予定の子どもについ
ては、学校へ支援をつなげていくためのアド
バイスも行っています。

・保護者で子どもの集団生活の様子や発達など
心配のある人は、個別に相談に応じています。
また、事業の中で子どもの集団生活の様子や
発達などでお伝えしたいことがある場合は、
スタッフや園から保護者に連絡をすることも
あります。

※　保護者や学校・地域の人にこの事業を知り
活用してもらい、子どもの成長や発達を見守
る輪が広がっていくよう努めます。

（本庁子育て支援課）

※　次回５月号は、『健康』についてのコラムを掲載します。

保育所（園）・幼稚園巡回相談事業を実施しています
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
の
費
用

助
成
を
行
い
ま
す
。

　

事
前
に
申
請
す
る
と
、
検
診
料

が
６
５
、０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

助
成
額　
２
０
、
０
０
０
円

助
成
要
件　
市
内
に
住
所
を
有
す

る
こ
と

※　

た
だ
し
、
同
じ
年
度
内
に
１

回
限
り
で
す
。

助
成
手
続

①　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
内
健
診

セ
ン
タ
ー
（
☎
�
７
７
０
０
）

に
検
診
予
約
を
行
い
ま
す
。

②　

検
診
日
が
確
定
し
た
ら
、
市

役
所
本
庁
又
は
各
支
所
で
申
請

を
行
い
ま
す
。

※　

検
診
日
が
確
定
す
る
ま
で
は

申
請
で
き
ま
せ
ん
。

③　

決
定
通
知
を
交
付
し
ま
す
の

で
、
必
ず
そ
の
通
知
を
持
っ
て

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

事
前
に
手
続
を
し
な
い
と
助

成
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　
市
役
所
本
庁
１
階
地
域

医
療
対
策
課
健
康
推
進
係
⑩
番

窓
口
又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課

注
意
点　
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検

診
と
人
間
ド
ッ
ク
は
、
検
査
の

内
容
や
目
的
が
異
な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
検
診
項
目
を
理
解

の
上
、
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

　

市
で
は
平
成
24
年
度
か
ら
骨
髄

バ
ン
ク
ド
ナ
ー
支
援
事
業
を
新
し

く
開
始
し
ま
し
た
。

　

㈶
骨
髄
移
植
推
進
財
団
が
実
施

す
る
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
で
、
平
成

24
年
４
月
以
降
に
、
骨
髄
・
末
梢

血
幹
細
胞
の
提
供
者
（
ド
ナ
ー
）

と
な
っ
た
市
民
に
助
成
金
を
交
付

し
ま
す
。

助
成
対
象
者　
次
の
要
件
に
全
て

該
当
す
る
人

⑴　

㈶
骨
髄
移
植
推
進
財
団
が
実

施
す
る
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
で
骨

髄
な
ど
の
提
供
を
完
了
し
、
証

明
書
類
の
交
付
を
受
け
た
人

⑵　

浜
田
市
に
住
所
を
有
す
る
人

⑶　

市
税
の
滞
納
が
な
い
人

助
成
内
容　
次
に
掲
げ
る
骨
髄
な

ど
の
提
供
の
た
め
の
通
院
・
入

院
な
ど
に
要
し
た
日
数
に
つ
い

て
、
１
日
に
つ
き
２
万
円
の
助

成
金
を
、
７
日
を
限
度
に
交
付

し
ま
す
。

⑴　

健
康
診
断
に
か
か
る
通
院

⑵　

自
己
血
貯
血
に
か
か
る
通
院

⑶　

骨
髄
な
ど
の
採
取
に
か
か
る

入
院

⑷　

そ
の
ほ
か
骨
髄
な
ど
の
提
供

に
関
し
、
財
団
が
必
要
と
認
め

る
通
院
・
入
院
及
び
面
談
な
ど

助
成
ま
で
の
流
れ　
骨
髄
な
ど
の

提
供
後
、
交
付
申
請
を
し
て
も

ら
い
、助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課

（
☎
�
９
３
１
０
）

対
象　
将
来
就
業
を
希
望
す
る
看

護
職
員
な
ど

日
時　
４
月
11
日
㈬
・
５
月
９
日

㈬　

午
後
１
時
～
４
時

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
看
護

情
報
の
提
供
な
ど

場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

担
当
者　
就
業
相
談
員

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０
）

紙
オ
ム
ツ
な
ど

　

在
宅
で
、
介
護
を
必
要
と
し
て

い
る
人
が
紙
オ
ム
ツ
・
尿
採
り

パ
ッ
ト
を
利
用
す
る
場
合
、
必
要

な
紙
オ
ム
ツ
な
ど
を
支
給
し
ま
す
。

要
件

⑴　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
要
介

護
４
又
は
５
に
認
定
さ
れ
た
在

宅
の
人

⑵　

⑴
に
該
当
す
る
人
の
世
帯
全

員
が
、
前
年
度
市
町
村
民
税
非

課
税
又
は
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
こ
と

支
給
方
法　
１
年
間
に
４
万
円
分

を
限
度
に
現
物
を
宅
配
で
支
給

し
ま
す
。

家
族
介
護
慰
労
金

　

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
要

介
護
高
齢
者
を
、
在
宅
で
介
護
し

て
い
る
家
族
に
対
し
て
家
族
介
護

慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

要
件

⑴　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
世
帯

全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
人

⑵　

要
介
護
４
又
は
５
に
相
当
す

る
人

⑶　

在
宅
で
の
介
護
期
間
が
継
続

し
て
１
年
以
上
あ
り
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な

い
人

支
給
額　
１
人
あ
た
り
10
万
円

※　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
障
が
い
課
内
浜
田
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
９
３
２
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
を

受
け
て
い
る
人

・
療
育
手
帳
Ａ
を
受
け
て
い
る
人

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

～
３
級
を
受
け
て
い
る
人

※　

人
工
透
析
患
者
・
精
神
障
害

者
通
院
交
通
費
助
成
を
受
け
て

い
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

交
付
枚
数　

助
成
で
き
る
タ
ク

シ
ー
券
又
は
バ
ス
券
の
金
額
は

１
年
間
で
１
３
、
５
０
０
円
分

で
す
。
交
付
限
度
額
以
内
で
あ

れ
ば
、
両
方
の
券
を
組
み
合
わ

せ
て
交
付
で
き
ま
す
。

・
タ
ク
シ
ー
券　

１
枚
５
０
０
円

・
バ
ス
券　

１
０
０
円
券
・
50
円

券

Ｐ
Ｅ
Ｔ

－

Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診

の
助
成

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
へ
の

助
成

就
業
相
談
会
（
移
動
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す

各
種
物
品
・
手
当
な
ど
を

支
給
し
ま
す

平
成
24
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
・
バ
ス
券
を
交
付
し
ま
す

健
康
・
福
祉
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育

て

組
合
せ
例

タ
ク
シ
ー
券
の
み
希
望
す
る
場
合

　

タ
ク
シ
ー
券
を
27
枚
交
付
し
ま

す
。

タ
ク
シ
ー
券
・
バ
ス
券
の
両
方
を

希
望
す
る
場
合

　

タ
ク
シ
ー
券
１
０
、
０
０
０
円

分
＋
バ
ス
券
３
、
５
０
０
円
分
と

い
う
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
交
付

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※　

ほ
か
に
も
、
必
要
に
応
じ
て

組
合
せ
が
で
き
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

人
工
透
析
治
療
を
受
け
、
タ

ク
シ
ー
券
・
バ
ス
券
の
交
付
を

選
択
す
る
人
の
う
ち
、
通
院
距

離
が
片
道
２
㎞
以
上
で
毎
週
の

通
院
が
必
要
な
人
に
つ
い
て
は
、

こ
の
タ
ク
シ
ー
券
・
バ
ス
券
の

ほ
か
に
、別
途
タ
ク
シ
ー
券（
通

院
距
離
に
よ
り
１
か
月
３
～
20

枚
）
を
交
付
し
ま
す
。

※　

平
成
23
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
・
バ
ス
券
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
４
月
１
日
以
降
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
平
成
24
年
度

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
・
バ
ス
券
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

受
付
開
始
日　
４
月
２
日
㈪

※　

手
帳
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

３
月
中
の
前
渡
し
は
で
き
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
障
が
い
課

（
☎
�
９
３
２
２
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

精
神
障
が
い
者
バ
ス
運
賃
割
引
の

実
施
に
つ
い
て

　

石
見
交
通
㈱
で
は
、
４
月
か
ら

次
の
と
お
り
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
（
障
害
者
手
帳
）
を
持
っ

て
い
る
人
へ
の
バ
ス
運
賃
割
引
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
者　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
（
障
害
者
手
帳
）
を
所
有

し
、
バ
ス
降
車
時
に
提
示
さ
れ

た
人

実
施
開
始
日　
４
月
１
日
㈰

対
象
路
線　
石
見
交
通
バ
ス
全
線

（
夜
行
高
速
バ
ス
東
京
線
・
大

阪
線
を
除
き
ま
す
。）

割
引
率　
普
通
旅
客
運
賃
の
半
額

（
小
児
は
小
児
運
賃
の
半
額
）

定
期
券
の
場
合
は
、
一
般
定
期

旅
客
運
賃
の
３
割
引
（
小
児
は

割
引
な
し
）

問
い
合
わ
せ
先

石
見
交
通
㈱
浜
田
営
業
所

（
☎
�
２
２
１
１
）

特
別
障
害
者
手
当

　

20
歳
以
上
で
著
し
く
重
度
の
障

が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で

常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

３
月
ま
で
（
平
成
23
年
度
）

月
額
２
６
、
３
４
０
円

４
月
以
降
（
平
成
24
年
度
）

月
額
２
６
、
２
６
０
円

※　

施
設
に
入
所
し
て
い
た
り
、

病
院
に
継
続
し
て
３
か
月
以
上

入
院
し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

※　

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る

援
護
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

介
護
手
当
を
受
給
し
て
い
る
場

合
は
、
手
当
支
給
の
調
整
が
あ

り
ま
す
。

障
害
児
福
祉
手
当

　

20
歳
未
満
で
重
度
の
障
が
い
が

あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
人
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

３
月
ま
で
（
平
成
23
年
度
）

月
額
１
４
、
３
３
０
円

４
月
以
降
（
平
成
24
年
度
）

月
額
１
４
、
２
８
０
円

※　

施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※　

扶
養
義
務
者
が
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
受
け
て
い
る
場
合
で

も
、
重
度
（
１
級
）
障
が
い
児

童
の
う
ち
、
最
重
度
の
人
は
受

給
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
や
精
神
に
中
度
以
上
の
障

が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

３
月
ま
で
（
平
成
23
年
度
）

・
重
度
（
１
級
）
障
が
い

月
額
５
０
、
５
５
０
円

・
中
度
（
２
級
）
障
が
い

月
額
３
３
、
６
７
０
円

４
月
以
降
（
平
成
24
年
度
）

・
重
度
（
１
級
）
障
が
い

月
額
５
０
、
４
０
０
円

・
中
度
（
２
級
）
障
が
い

月
額
３
３
、
５
７
０
円

※　

児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い

た
り
、
障
が
い
を
理
由
と
し
た

公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※　

手
当
額
は
、
消
費
者
物
価
指

数
に
連
動
し
て
改
正
さ
れ
ま
す
。

福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）
も
手

当
額
が
変
更
と
な
り
ま
す

３
月
ま
で
（
平
成
23
年
度
）

月
額
１
４
、
３
３
０
円

４
月
以
降
（
平
成
24
年
度
）

月
額
１
４
、
２
８
０
円

※　

本
人
・
配
偶
者
又
は
扶
養
義

務
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
上
の
場
合
は
、
支
給
が
停
止

さ
れ
ま
す
。

※　

毎
年
８
月
11
日
か
ら
９
月
10

日
の
間
に
「
所
得
状
況
届
」
を
提

出
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
旨
の
通
知
が
届

い
た
ら
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

障
が
い
の
程
度
な
ど
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
障
が
い
課
障
が
い
福

祉
係
（
☎
�
９
３
２
２
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
及
び
後

期
高
齢
者
医
療
で
は
、
脳
梗
塞
・

脳
動
脈
瘤
・
脳
腫
瘍
な
ど
の
、
発

病
す
る
と
重
い
障
が
い
に
つ
な
が

る
病
気
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
、

「
脳
ド
ッ
ク
」
助
成
事
業
を
行
い

ま
す
。

検
査
項
目　
問
診
・
身
体
計
測
・

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
額
が
変
わ
り
ま
す

保
険
・
医
療
・
年
金

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
！

国
民
健
康
保
険「
脳
ド
ッ
ク
」



23　　　広報はまだ：平成24年４月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

診
察
・
視
力
検
査
・
眼
底
検
査
・

尿
検
査
・
血
圧
測
定
・
心
電
図
・

肝
機
能
検
査
・
脂
質
代
謝
検
査
・

腎
機
能
検
査
・
血
液
検
査
・
膵

機
能
検
査
・
血
糖
検
査
・
尿
酸

検
査
・
保
健
指
導
・
総
合
評
価
・

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
頭

部
断
層
撮
影
・
Ｍ
Ｒ
Ａ
頭
部
の

血
管
撮
影
・
神
経
学
的
検
査
・

頸
動
脈
エ
コ
ー
な
ど

※　

受
診
す
る
医
療
機
関
に
よ
っ

て
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

受
診
医
療
機
関　
浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
・
益
田
医
師
会
病
院
・
益

田
赤
十
字
病
院

受
診
対
象
者

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

定
員　
４
３
０
人
（
内
訳
、
浜
田

自
治
区
３
０
０
人
・
金
城
自
治

区
35
人
・
旭
自
治
区
30
人
・
弥

栄
自
治
区
10
人
・
三
隅
自
治
区

55
人
）

条
件　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

⑴　

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
で
あ
る
こ
と

⑵　

保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と

※　

受
診
日
当
日
ま
で
に
浜
田
市

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
な

く
な
っ
た
場
合
は
、
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

定
員　
60
人

条
件　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

⑴　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
で
あ
る
こ
と

⑵　

保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と

共
通
条
件

・
平
成
21
・
22
・
23
年
度
（
過
去

３
年
の
間
）
に
脳
ド
ッ
ク
の
助

成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
（
受

け
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
今
回

の
脳
ド
ッ
ク
に
は
応
募
で
き
ま

せ
ん
。）

・
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
装
着

や
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
で
体
内

に
金
属
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と

（
か
か
り
つ
け
医
な
ど
に
相
談

の
上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。）

・
閉
所
恐
怖
症
で
な
い
こ
と

自
己
負
担
額　
４
、
３
０
０
円

申
込
方
法　
官
製
は
が
き
に
よ
る

申
込
み
と
し
ま
す
。
先
着
順
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
官
製
は
が
き

に
受
診
希
望
者
の
①
住
所
・
②

氏
名
・
③
性
別
・
④
生
年
月
日
・

⑤
連
絡
先
電
話
番
号
を
必
ず
記

入
し
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・
電
話
な
ど
で
の
申
込
み
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

・
は
が
き
は
、
受
診
希
望
者
１
人

に
つ
き
１
枚
で
す
。
１
枚
に
２

人
以
上
の
氏
名
を
記
入
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

・
同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
１
枚
の
み
有
効

と
な
り
ま
す
。

・
は
が
き
に
記
載
さ
れ
た
人
以
外

が
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

宛
先　
〒
６
９
７-

８
５
０
１

　

浜
田
市
殿
町
１
番
地　

浜
田
市

役
所
医
療
保
険
課「
脳
ド
ッ
ク
」

係
は
が
き
記
入
例

申
込
締
切
日　
４
月
13
日
㈮
必
着

結
果
の
お
知
ら
せ

・
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

行
い
ま
す
（
な
お
、
平
成
21
・

22
・
23
年
度
と
も
応
募
し
、
抽

選
の
結
果
落
選
と
な
っ
た
人
の

受
診
を
優
先
し
ま
す
）。

・
抽
選
の
結
果
は
、
４
月
下
旬
に

全
員
へ
通
知
し
ま
す
。

（表）　〒697-8501

　浜田市殿町1番地

　浜田市役所
　医療保険課

　「脳ドック」係

（裏）
①受診希望者の住所
②受診希望者の氏名
③受診希望者の性別
④受診希望者の生年

月日
⑤連絡先電話番号

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

平
成
24
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
月
額
１
４
、９
８
０
円
で
す

　

平
成
17
年
度
か
ら
毎
年
度
２
８

０
円
ず
つ
保
険
料
額
が
引
き
上
げ

ら
れ
、
こ
れ
に
保
険
料
改
定
率
を

乗
じ
た
金
額
が
そ
の
年
度
の
保
険

料
額
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
24
年
度
の
保
険
料
月
額
は
、

１
４
、９
８
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

消
費
者
物
価
指
数
下
落
の
影
響
な

ど
に
よ
り
、
平
成
23
年
度
よ
り
40

円
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
付

加
保
険
料
の
月
額
は
、
前
年
度
と

同
額
の
４
０
０
円
で
す
。

平
成
24
年
度
か
ら
年
金
支
給
額
が

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

　

現
行
の
法
律
で
は
、
直
近
の
年

金
額
引
下
げ
の
年
以
降
の
物
価
の

変
動
に
応
じ
て
年
金
額
を
改
定
す

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
は

平
成
22
年
の
物
価
が
基
準
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
の
消
費
者
物
価
指
数

は
、
基
準
と
な
る
平
成
22
年
の
指

数
を
０
・
３
％
下
回
っ
た
た
め
、

法
律
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
24
年

度
の
年
金
額
は
０
・
３
％
の
引
下

げ
と
な
り
ま
し
た
（
４
月
分
の
年

金
が
支
払
わ
れ
る
６
月
の
支
給
分

か
ら
変
わ
り
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課

（
☎
�
９
４
１
１
）

浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
０
）

【具体例】
平成23年度
（月額）

平成24年度
（月額） 差

老齢基礎年金
（満額） 65,741円 65,541円 ▲200円

サラリーマン世
帯の標準的な年
金額（厚生年金
＋夫婦二人分の
老齢基礎年金）

 231,648円  230,940円 ▲708円

平
成
24
年
度
の
保
険
料
額

及
び
年
金
支
給
額
が
決
ま

り
ま
し
た
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

国
民
健
康
保
険

　

入
院
に
加
え
、
外
来
診
療
（
薬

局
を
含
む
。）
に
つ
い
て
も
、「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
の
提
示
を
す

れ
ば
、
同
じ
月
に
同
じ
医
療
機
関

で
の
窓
口
支
払
が
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

認
定
証
を
交
付
す
る
に
は
事
前
に

申
請
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
既
に
認
定
証
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
引
き
続
き
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

同
じ
世
帯
の
国
保
加
入
者
（
世

帯
主
を
含
む
。）
全
員
が
市
民
税

非
課
税
の
場
合
は
、「
国
民
健
康

保
険
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
が
申
請
に
よ
り
交

付
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、前
記
以
外
の
場
合
は
、

「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」

及
び
「
高
齢
受
給
者
証
」
の
提
示

に
よ
り
限
度
額
が
適
用
さ
れ
る
た

め
、
認
定
証
の
交
付
は
あ
り
ま
せ

ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の

保
険
証
・
印
鑑

後
期
高
齢
者
医
療

　

同
じ
世
帯
の
人
全
員
が
市
民
税

非
課
税
の
場
合
は
、「
後
期
高
齢

者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
が
申
請
に
よ
り

交
付
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、前
記
以
外
の
場
合
は
、

「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
」
の
提
示
に
よ
り
限
度
額
が
適

用
さ
れ
る
た
め
、
認
定
証
の
交
付

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
自
己
負
担
限
度
額
に
つ

い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
の
70
歳

以
上
75
歳
未
満
の
人
と
同
じ
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

保
険
証
・
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先

国
民
健
康
保
険

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

後
期
高
齢
者
医
療

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
２
）

医療費の自己負担限度額（月額）
○70歳未満の人

所得区分 ３回目までの限度額 ４回目以降の
限度額

上位所得者
世帯（Ａ）

150,000円＋
（総医療費－500,000円）×１％ 83,400円

市民税課税
世帯（Ｂ）

80,100円＋
（総医療費－267,000円）×１％ 44,400円

市民税非課税
世帯（Ｃ） 35,400円 24,600円

※　保険料に滞納がある場合は、認定証の交付ができません。

○70歳以上75歳未満の人
所得区分 外来

（個人ごと）
外来＋入院
（世帯ごと）

現役並み
所得者 44,400円 80,100円＋

（総医療費－267,000円）×１％

一般 12,000円 44,400円

低所得者Ⅱ
8,000円

24,600円

低所得者Ⅰ 15,000円

　

平
成
23
年
７
月
診
療
か
ら
乳
幼

児
等
医
療
費
助
成
制
度
が
改
正
さ

れ
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生

も
医
療
費
の
助
成
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

３
月
31
日
㈯
ま
で
有
効
の
「
乳

幼
児
等
医
療
費
受
給
資
格
証
」
を

持
っ
て
い
た
次
の
対
象
者
に
、
新

た
に
「
乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
資

格
証
（
小
学
校
１
年
生
～
３
年
生

用
）」
を
作
成
し
て
、
３
月
下
旬

に
送
付
し
ま
し
た
の
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
者　
平
成
17
年
４
月
２
日
～

平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ

※　

新
し
い
「
乳
幼
児
等
医
療
費

受
給
資
格
証
（
小
学
校
１
年
生

～
３
年
生
用
）」
が
届
い
て
い

な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※　

資
格
証
の
内
容
に
変
更
が
あ

る
場
合
は
、
本
庁
医
療
保
険
課

又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課
で
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
の

際
は
、
認
印
・
乳
幼
児
等
医
療

費
受
給
資
格
証
・
健
康
保
険
証

（
保
険
証
が
変
わ
っ
た
場
合
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
１
）

平
成
24
年
３
月
分（
４
月
納
付
分
）

か
ら
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

（
任
意
継
続
被
保
険
者
は
４
月
分

か
ら
）

健
康
保
険
料
率
（
島
根
支
部
）

10
・
00
％

（
変
更
前
９
・
51
％
）

※　

健
康
保
険
料
率
は
、
地
域
の

医
療
費
に
応
じ
て
都
道
府
県
ご

と
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
全

国
平
均
10
・
00
％
）。

介
護
保
険
料
率
（
全
国
一
律
）

１
・
55
％

（
変
更
前
１
・
51
％
）

※　

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人

（
介
護
保
険
第
２
号
被
保
険

者
）
は
、
健
康
保
険
料
率
に
介

護
保
険
料
率
が
加
わ
り
ま
す
。

　

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
の

健
康
な
生
活
を
支
え
、
安
心
し
て

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

全
国
健
康
保
険
協
会
島
根
支
部

企
画
総
務
グ
ル
ー
プ

（
☎
０
８
５
２
�
５
１
４
０
）

介
護
保
険
料
の
納
付
方
法

　

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料

の
納
付
方
法
に
は
、
次
の
二
通
り

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る

皆
さ
ん
へ　
４
月
か
ら
制
度

が
変
わ
り
ま
す

乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
資
格

証
（
小
学
校
１
年
生
～
３
年

生
用
）
の
送
付

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

け
ん
ぽ
）
島
根
支
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

広
域
圏
だ
よ
り

協
働
で
つ
く
る
活
力
と
魅
力
の

ふ
る
さ
と
浜
田
圏
域
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

特
別
徴
収　
年
金
か
ら
天
引
き
で

納
付（
年
金
支
給
月
に
天
引
き
）

普
通
徴
収　
納
付
書
又
は
口
座
振

替
で
納
付
（
６
月
か
ら
翌
年
３

月
ま
で
の
10
回
払
い
）

　

今
年
３
月
ま
で
普
通
徴
収
で
介

護
保
険
料
を
納
め
て
い
る
人
の
う

ち
、
昨
年
10
月
１
日
現
在
で
年
金

受
給
権
が
発
生
し
た
人
は
、
４
月

か
ら
納
付
方
法
が
特
別
徴
収
に
変

更
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金

を
担
保
に
借
入
れ
を
し
て
い
る
人
、

又
は
現
況
届
の
出
し
忘
れ
や
出
し

遅
れ
が
あ
っ
た
人
は
、
特
別
徴
収

に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

に
は
、
保
険
料
が
減
免
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場

合
は
、
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
（
☎
�
１
５
２
０
）

保
険
料
の
減
免

　

風
水
害
・
火
災
、
そ
の
ほ
か
こ

れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
被
災
し
た

場
合
や
、
世
帯
の
生
計
を
主
と
し

て
維
持
す
る
人
が
死
亡
・
失
業
・

事
業
を
廃
業
し
た
こ
と
な
ど
で
生

活
が
著
し
く
困
難
に
な
っ
た
場
合

　

介
護
保
険
制
度
は
、
40
歳
以

上
の
人
に
納
め
て
も
ら
う
保
険

料
と
公
費
を
財
源
に
運
営
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
65
歳
以

上
の
人
の
納
め
る
保
険
料
は
、

財
源
の
約
21
％
を
占
め
る
大
切

な
も
の
で
す
。
制
度
の
健
全
な

運
営
の
た
め
に
保
険
料
の
納
付

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

読
書
サ
ー
ク
ル

　

読
書
会
、
市
内
外
の
文
学
散
歩

を
し
ま
す
。

対
象　
一
般
（
市
内
在
住
の
人
）

日
時　
毎
月
第
４
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
浜
田
図
書
館

定
員　
20
人

申
込
方
法　
官
製
は
が
き
に
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先　
浜
田
図
書
館
【
〒
６
９

７-

０
０
２
７　

殿
町
79-

８
】

申
込
締
切
日　
４
月
16
日
㈪

子
ど
も
読
書
会

　

毎
月
１
回
、
講
師
と
一
緒
に
本

を
読
み
、
読
書
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
い
き
ま
す
。
史
跡
め
ぐ
り
な
ど

も
し
て
い
き
ま
す
。

対
象　
市
内
の
小
学
校
３
年
生
～

６
年
生

期
間　
５
月
～
12
月

日
時
・
場
所

○
毎
月
第
１
土
曜
日

周
布
公
民
館
又
は
マ
リ
ン
交
流

セ
ン
タ
ー
（
交
互
開
催
）

○
毎
月
第
２
土
曜
日

浜
田
図
書
館
・
国
府
公
民
館

○
毎
月
第
３
土
曜
日

美
川
公
民
館

※　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11
時

30
分

※　

都
合
の
良
い
日
を
選
ん
で
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
途
中
で
の

会
場
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

定
員　
各
会
場
20
人
程
度

申
込
方
法　
各
学
校
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
４
月
16
日
㈪

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
図
書
館

（
☎
�
０
４
８
０
）

交
流
と
会
話
ア
ワ
ー

　

ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
習
い
た
い

と
い
う
人
や
、
初
級
程
度
の
英
語

で
話
す
機
会
を
探
し
て
い
る
と
い

う
人
へ
、「
交
流
と
会
話
ア
ワ
ー
」

を
紹
介
し
ま
す
。
毎
回
、
ア
メ
リ

カ
文
化
に
関
し
て
の
ト
ピ
ッ
ク
に

つ
い
て
話
し
な
が
ら
、
新
し
い
英

語
で
の
言
葉
や
表
現
を
練
習
し
ま

し
ょ
う
。

日
時　
４
月
17
日
㈫
・
24
日
㈫
・

５
月
８
日
㈫
・
15
日
㈫
・
22
日

㈫
・
29
日
㈫
・
６
月
５
日
㈫
・

12
日
㈫
・
19
日
㈫
・
26
日
㈫

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

参
加
料　
無
料

申
込
締
切
日　
４
月
16
日
㈪

ア
メ
リ
カ
文
学
を
読
も
う
！

　

ア
メ
リ
カ
文
学
の
読
者
サ
ー
ク

ル
を
行
い
ま
す
。
一
緒
に
幅
広
い

（
お
も
し
ろ
い
・
不
思
議
な
・
考

え
さ
せ
る
な
ど
）
詩
や
小
説
を
読

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
英
文
学
が
好

き
な
人
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

日
時　
４
月
18
日
㈬
・
25
日
㈬
・

５
月
９
日
㈬
・
16
日
㈬
・
23
日

㈬
・
30
日
㈬
・
６
月
６
日
㈬
・

13
日
㈬
・
20
日
㈬
・
27
日
㈬

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

参
加
料　
無
料

申
込
締
切
日　
４
月
17
日
㈫

英
語
で
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ
！

　

英
語
で
話
す
機
会
を
探
し
て
い

る
と
い
う
人
、
今
ま
で
の
中
級
英

会
話
教
室
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ

る
人
へ
。
毎
回
い
く
つ
か
の
ト

ピ
ッ
ク
を
決
め
て
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
つ
い
て
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を

エ
ン
ジ
ョ
イ
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
４
月
19
日
㈭
・
26
日
㈭
・

５
月
10
日
㈭
・
17
日
㈭
・
24
日

㈭
・
31
日
㈭
・
６
月
７
日
㈭
・

14
日
㈭
・
21
日
㈭
・
28
日
㈭

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

参
加
料　
無
料

申
込
締
切
日　
４
月
18
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会　

塚
﨑

さ
ん
（
☎
�
１
２
４
１
）

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

読
書
サ
ー
ク
ル
な
ど
の

会
員
を
募
集
し
ま
す

み
ん
な
で
国
際
交
流
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
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息の合った歌声が聴衆を魅了

焼き芋装置で試作する会員たち

仕込の過程が重要なので、皆さん真剣です

殿河内自治会の皆さんによる劇「お地蔵さん」

　２月26日㈰、「ふるさと芸能まつり」が井野公民館で開催さ
れました。
　この催しは、日頃の生涯学習活動や趣味のサークル活動の成
果を披露する場として２年に１度行われています。
　今年は、井野小学校児童の合唱や、大正琴教室の皆さんの演
奏など19組が参加。様々な趣向を凝らした演出に、350人の来
場者からは盛大な拍手や笑い声が沸き起こりました。
　また、生涯学習の各教室受講生や地域の皆さんが製作した書
道や絵画などの作品展も併せて行われました。

　２月19日㈰、木田小学校の全校児童９人と兵庫稲美少年少女
合唱団44人のジョイントコンサートが木田小学校で行われまし
た。このコンサートは、同校がＮＨＫ合唱コンクールに参加し、
合唱団の主宰者である椿

つばき

野
の

伸
の ぶ

仁
ひ と

先生と出会ったことがきっかけ
で実現しました。この日は、保護者や住民約50人が見守る中、
児童たちは、息の合った清涼感あふれる歌声を披露し、会場か
ら盛大な拍手が送られました。また同校は、音楽の特性をいか
した地域貢献が評価され、２月２日㈭に島根県教育文化振興会
音楽奨励賞を受賞しました。

　２月24日㈮、「芋つくり和つくり・ほっかほっか会」の芋づ
くり研修会がふれあい会館で開催されました。この会は、今福
地区まちづくり推進委員会が企画し、地元のさつまいも栽培者
で発足。この日は、約30人が参加しました。今回、「年中無休
のさつまいも研究家」福

ふ く

田
だ

豊
ゆたか

さんを講師に招き、福田さんが開
発したペットボトル式の育苗装置や焼き芋装置が紹介され、い
かにコストを抑え付加価値を付けるかなど、実際に焼き芋を作
りながら学びました。会では今後、さつまいもの育苗から生産・
加工や販売などに挑戦していこうと話し合っていました。

　２月25日㈯、「みそづくり講座」が弥栄町木都賀の西の郷集
会所で行われました。
　この催しは、若者農家グループのやさか元気会や地元加工グ
ループなどが主催。今回、味噌の原料となる大豆は、昨年７月
に行った交流活動「大豆レボリューション」で、市内外の参加
者と種をまき、同会が11月に収穫したものを使用しました。
　この日は、市内外から約40人が参加。丁寧な指導を受けなが
ら原料を合わせ、また家での熟成方法について学びました。今
年の秋頃にはおいしい「手前みそ」が出来上がります。

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

みすみ

やさか

かなぎ

あさひ

芸能まつりは大盛況
～ ふるさと芸能まつり ～

手前みそで食卓を豊かに
～ みそづくり講座 ～

さつまいもづくりで地域活性を図る
～ 芋つくり和つくり「ほっかほっか会」第１回全体会議 ～

山里に響くハーモニー
～ フレンドシップジョイントコンサートｉｎ木田小学校 ～
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雪のボールを使って「ストラックアウト」

小さい子どもは優しい鬼でも怖いようです

岡本金城自治区長に報告する宮本さんご夫妻

地元の漬物がずらりと並ぶコンテスト会場

　２月18日㈯・19日㈰の２日間、「第１回縁の里つけもの紹介
コンテスト」が波佐の「小波の郷」で開催されました。
　この催しは、地域の漬物の良さを広く知ってもらい地域活性
化につなげようと「菜再きんさい産直市場（運営：NPO法人・
えにしの里）」が開催。波佐・小国地区から54品の漬物が出品
され、２日間で約120人の来場者がありました。試食後、来場
者からは、「種類が多くどれもおいしい」「地元食材をうまくい
かしている」などの意見が寄せられました。今後も定期的に開
催し、本格的な商品化も検討されています。

　２月12日㈰、「雪山で遊ぼう！」が北広島町の芸北高原大佐
スキー場で開催されました。
　この催しは、市内の雪で遊ぶ機会の少ない地域の人たちを対
象に、雪の上で遊んでもらおうと開催。子どもや保護者など約
60人が参加しました。
　当日は、金城地区に設立された総合型地域スポーツクラブ「ア
スレチックきんた」のメンバーもお手伝い。参加者たちは、そ
り遊びや雪合戦・ストラックアウト・雪山ボウリングなど雪遊
びを思いきり楽しみました。

　２月12日㈰、「やさか節分祭」がふるさと体験村の古民家「桑
田」で行われました。
　この催しは、地域で廃れつつある節分の行事をイベントとし
て実施しようと、４年前から行っています。
　当日は「クジラご飯」「こんにゃくの白和え」という昔から
節分の日に食べられていた行事食を参加者で作って食べ、食後
には昔ながらのカルタ大会を行いました。メインの豆まきでは
鬼が２匹登場し、参加した子どもたちは鬼に向かって豆をまき、
鬼を追い払いました。

　第７回「しまねナイスパートナー」に金城町久佐の宮本美保
子さん・文雄さんご夫妻が選ばれ、２月14日㈫に選定状交付式
が島根県庁で行われました。
　「しまねナイスパートナー」とは、男女共同参画の趣旨に添い、
それぞれの個性と能力をいかし、お互いを尊重・協力し合いな
がら、地域づくり活動を積極的に行っている夫婦を選定する県
の制度です。当日は、溝口島根県知事から選定状と記念品が贈
られました。地域の健康づくりに積極的に取り組んでいるお二
人の、今後ますますの活躍が期待されます。

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

かなぎ

やさか

かなぎ

地元自慢の漬物が大集合
～ 第１回縁

えにし

の里つけもの紹介コンテスト ～

第７回「しまねナイスパートナー」に選定!
～ 宮本美保子さん・文雄さん（金城町） ～

鬼はそんなに怖くない!?
～ やさか節分祭 ～

雪の上で色々な遊びを体験
～ 雪山で遊ぼう！ ～
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園児が石見神楽の鬼を退治！！

グループのアイデアを発表する参加者

発表を行う公民館長と主事

大勢の前で、ダンスを披露する児童

　２月11日㈷、「浜田市公民館活動交流展」が旭センターで開
催されました。この交流展は一人ひとりが地域に関心を持ち、
公民館を身近に感じてもらうことを目的に、市内26か所の全て
の公民館が参加。約300人の関係者が集まりました。
　当日は、それぞれ１年掛けて取り組んできた活動について事
例発表が行われ、地元旭町からは町内の全公民館が一体となり
地域の魅力・歴史を再発見しようと取り組んだ「あさひ楽々教
養講座」が紹介されました。また「公民館を語ろう」をテーマ
にした勉強会が行われ、活発に意見交換が行われました。

　２月１日㈬、「第39回浜田市創作ダンス発表会」が石央文化
ホールで開催されました。
　この日は、市内の幼稚園児から高校生まで16組、約450人が参
加。特色のある手作りのダンスを会場に詰め掛けた保護者たち
の前で披露しました。３番目に発表した和田小学校の児童（全
学年16人）はポップコーンをテーマにしたダンスを披露し、とう
もろこしを火にかけ、バターが溶け出してパーンとはじける様
子を、ジャンプや体を床にはわせるなど全身を使って表現しま
した。演技が終わると会場は大きな拍手と声援に包まれました。

　２月３日㈮、「節分の豆まき会」が三隅保育所で行われました。
　この日は、園児93人が参加。最初に先生が「自分の中にいる
意地悪な鬼さん、泣き虫な鬼さんなど悪い鬼さんを追い出すた
めに元気よく豆をまきましょう」とあいさつをしました。
　そして「まめまきの歌」を歌い、紙芝居「むかしむかしおに
がきた」を見たあと、石見神楽の鬼が登場。自分で作ったお面
を頭にかぶった園児たちは、鬼めがけて「鬼は外」と元気よく
豆を投げつけて鬼退治をしました。

　２月５日㈰、「2011あさひ女性の集いパートⅡ」が旭センター
で開催されました。この取組は、女性を対象にした体験型講座
で、男女共同参画社会の実現に向けて住みやすい地域づくりを
目指そうと、旭町女性組織連絡協議会の呼び掛けで行われたも
のです。この日は、旭自治区内から約100人が参加。グループ
に分かれて各自の経験を元に地域の課題について話し合い、グ
ループごとに地域において自分たちが何ができるかを発表しま
した。女性目線で身近な暮らしの中で感動したこと、日頃感じ
ていることを率直に話し合い、考える１日となりました。

♥Town Topicsまちのわだい

公民館とともに地域づくり
～ 浜田市公民館活動交流展 ～

あさひ女性が輝くまちに…
～ あさひ女性の集い ～

みすみ鬼は外、福は内！！
～ 節分の豆まき会 ～

はまだっこは元気いっぱい！
～ 第39回浜田市創作ダンス発表会 ～
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１
月
25
日
㈬
、
平
成
23
年
度
優
秀

卒
業
研
究
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

２
３
２
点
の
卒
業
研
究
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
多
岐
に
わ
た
る
内
容
の
９
点

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
卒

業
研
究
の
作
成
に
取
り
掛
か
る
本
学

３
年
生
を
は
じ
め
、
市
民
も
熱
心
に

発
表
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。　

共同研究成果報告会の様子

　

本
学
で
は
「
浜
田
市
と
の
連
携
協

力
に
関
す
る
協
定
書
」
に
基
づ
き
、

地
域
振
興
な
ど
浜
田
市
の
施
策
に
有

用
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
市
と
共
同

で
研
究
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、

平
成
23
年
度
の
報
告
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

報
告
は
次
の
９
件
で
し
た
。

◯
県
大
生
が
中
核
と
な
っ
て
進
め
る

「
“
浜
田
と
石
見
の
こ
こ
が
ス
テ

キ
”
Ｐ
Ｒ
映
像
」　

　
　
　
　
　
　
　
　

瓜
生
忠
久
教
授

◯
浜
田
城
下
町
も
の
が
た
り　
幕
末

の
貴
公
子
・
十
五
代
将
軍
の
弟
松

平
武
聰
の
生
涯　
光
延
忠
彦
教
授

◯
浜
田
市
を
中
心
と
し
た
人
口
動
態

の
研
究　
人
口
推
計
を
含
め
て　

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
眞
砂
教
授

◯
大
学
生
と
浜
田
市
が
協
働
で
行
う

「
地
域
活
性
化
サ
イ
ト
」
の
構
築

　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
厚
史
教
授

◯
浜
田
の
こ
と
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
英
語
で

在
日
外
国
人
に
知
ら
せ
る

　

ケ
イ
ン
・ 

エ
レ
ナ
・
ア
ン
准
教
授

◯
島
根
県
内
の
カ
フ
ェ
調
査
～
浜
田

市
に
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ら
～　
　

　
　
　
　
　
　
　

田
中
恭
子
准
教
授

◯
学
生
と
浜
田
市
に
よ
る
共
創
の
ま

ち
づ
く
り　
　

松
田
善
臣
准
教
授

◯
住
生
活
支
援
と
し
て
の
買
い
物
弱

者
対
策　
　
　

藤
居
由
香
准
教
授

◯
ア
ン
ケ
ー
ト
（
仮
想
評
価
法
）
に

よ
る
交
通
サ
ー
ビ
ス
水
準
に
対
す

る
経
済
評
価　
　

西
藤
真
一
講
師

　
　
　
　
　
　
　

松
田
善
臣
准
教
授

　

韓
国
・
蔚う

る

山さ
ん

大
学
校
か
ら
の
交

換
留
学
生
２
人
が
、
留
学
生
活
を

終
え
、
平
成
24
年
２
月
に
帰
国
し

ま
し
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
浜
田
市
民
の

皆
さ
ん
に
向
け
て
、
２
人
か
ら
お

礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
、千ち

ょ
ん

　
ソ
ン
イ
で
す
。

　

平
成
23
年
４
月
１
日
㈮
、
浜
田
に

来
た
と
き
の
こ
と
を
、
昨
日
の
こ
と

の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。
こ
の
１

年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
た
く
さ
ん
の
思

い
出
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

韓
国
と
は
違
っ
た
授
業
が
す
ご
く

興
味
深
く
、
様
々
な
勉
強
が
で
き
た

こ
と
が
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
さ

ら
に
、
大
学
の
教
職
員
・
役
員
の
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
、
有
意
義
な
生
活

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、県
大
生
や
浜
田
の
皆
さ
ん
と
も
、

い
ろ
い
ろ
な
交
流
が
で
き
、
た
く
さ

ん
の
友
達
や
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の

思
い
出
も
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を

借
り
て
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
た
い
で
す
。

　

こ
の
１
年
の
思
い
出
は
時
間
が

た
っ
て
も
絶
対
忘
れ
な
い
と
思
い
ま

す
。　

　

浜
田
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

こ
ん
に
ち
は
、權く

ぉ
ん

　
銀う

　ん

　あ

で
す
。

　

平
成
23
年
４
月
に
浜
田
に
来
た
ば

か
り
の
と
き
は
ド
キ
ド
キ
半
分
、
ワ

ク
ワ
ク
半
分
で
し
た
。
し
か
し
浜
田

の
生
活
が
あ
ま
り
に
も
楽
し
く
、
１

年
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

　
「
ハ
ン
グ
ル
友
の
会
」
で
は
会
員

の
皆
さ
ん
が
優
し
く
温
か
く
迎
え
て

く
れ
ま
し
た
。
浜
田
の
人
た
ち
と
一

緒
に
お
花
見
に
行
っ
た
こ
と
や
、
お

祭
り
で
一
緒
に
チ
ヂ
ミ
を
作
っ
た
こ

と
が
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
ハ
ン
グ
ル
を
教
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
と
き
に
は
、
日
本
の

小
学
生
や
高
校
生
と
触
れ
合
う
機
会

が
あ
り
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

そ
し
て
、
大
学
の
友
達
と
も
た
く

さ
ん
の
交
流
を
し
ま
し
た
。
寮
に
い

る
い
ろ
い
ろ
な
国
の
学
生
た
ち
と
の

交
流
を
通
し
、
自
分
の
見
識
が
前
よ

り
広
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

浜
田
市
の
皆
さ
ん
や
大
学
の
友
達

の
お
か
げ
で
、
１
年
間
の
浜
田
生
活

を
と
て
も
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
蔚
山
に
帰
っ
て
も
浜
田

と
の
関
係
は
終
わ
り
だ
と
は
思
い
ま

せ
ん
。
優
し
く
し
て
く
だ
さ
っ
た
全

て
の
皆
さ
ん
の
こ
と
を
絶
対
に
忘
れ

ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

↑
韓
国
文
化
研
究
ク
ラ
ブ
で
韓
国
料
理

を
作
っ
た
と
き
の
１
シ
ョ
ッ
ト

▲左端が、權さん
　後列右から３番目が千さん

本田学長と優秀賞受賞の学生
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vol.102
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

優
秀
卒
業
研
究
発
表
会
を

開
催
し
ま
し
た

浜
田
市
と
島
根
県
立
大
学
の

共
同
研
究
成
果
報
告
会
を
開

催
し
ま
し
た

１
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
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✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚

　石正美術館の中庭には、毎年地面まで見事に伸びるしだれ桜
が咲き、その年の春を告げてくれます。その桜の下で、ヴァイ
オリンやフルートが奏でる音楽を聴きながら、豊かな時間を過
ごしませんか。

日時　４月８日㈰
　　　午後２時～３時
会場　石正美術館中庭
出演者
　ヴァイオリン：中山ゆき子
　フルート：杉本さえみ

問い合わせ先
石正美術館
（☎�４３８８）

　

石
正
美
術
館
で
は
、
企
画
展
「
水

辺
の
記
憶
」
を
開
催
中
で
す
。

　

日
本
画
家
・
石
本
正
（
91
歳
）
は
、

目
に
見
え
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
絵
に

す
る
の
で
は
な
く
、
心
で
美
し
さ
を

感
じ
取
っ
て
描
い
て
き
ま
し
た
。
あ

る
と
き
は
、
美
し
い
人
魚
の
イ
メ
ー

ジ
を
重
ね
な
が
ら
女
性
を
描
い
た
り
、

ま
た
あ
る
と
き
は
、
心
の
中
に
あ
る

ふ
る
さ
と
の
湖
を
絵
の
中
に
描
き
入

れ
た
り
、
そ
れ
ら
の
元
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
音
楽
や
文
学
、
こ
れ
ま
で

に
見
た
風
景
や
憧
れ
の
絵
画
な
ど
、

画
家
の
心
の
奥
に
あ
る「
記
憶
」で
す
。

　
「
記
憶
」
は
、
画
家
一
人
ひ
と
り

の
感
性
に
よ
っ
て
様
々
な
形
で
絵
に

表
れ
て
き
ま
す
。
こ
の
た
び
の
展
覧

会
で
は
、
収
蔵
作
品
の
中
か
ら
水
に

関
連
し
た
も
の
を
取
り
上
げ
、
石
本

正
を
中
心
と
し
た
現
代
日
本
画
家
た

ち
の
、「
水
辺
の
記
憶
」
の
様
々
な

世
界
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

画
家
の
「
記
憶
」
か
ら
紡
ぎ
出
さ

れ
る
一
つ
の
テ
ー
マ
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
に
よ
っ
て
色
彩
豊
か
に
形
を

変
え
る
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
期　
５
月
27
日
㈰
ま
で

料
金

　

一
般　

６
０
０
円
（
５
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

《本館・新館展示室》

企画展「水辺の記憶」
　　５月27日㈰まで

《ギャラリー展示》

大平桜展
　　４月13日㈮まで
宇良シズミさんと仲間たち
　　４月14日㈯～27日㈮
柳楽弘子書道展「書を友として」
　　４月28日㈯～５月11日㈮

《イベント情報》

しだれ桜コンサート
　　４月８日㈰　午後２時～３時
石州和紙でこいのぼりをつくろう！★
　　４月29日㈷　午後１時～４時
よく飛ぶ紙飛行機をつくろう！★
　　５月３日㈷　午後１時～４時
大アサリの貝がらに絵を描こう★
　　５月４日㈷　午後１時～４時
光る泥団子をつくろう！★
　　５月５日㈷　午後１時～４時

★印は、材料費が必要です。

石本正「水辺」
（1961年）

しだれ桜コンサートの様子

有

料

広

告
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企
画
展
「
水
辺
の
記
憶
」

の
お
知
ら
せ

◎しだれ桜コンサート
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絵
本
は
、
子
ど
も
の
心
を
育
て
、

言
葉
の
発
達
を
促
す
、
子
ど
も
に

と
っ
て
掛
け
が
え
の
な
い
宝
物
で
す
。

そ
ん
な
宝
物
を
子
ど
も
た
ち
に
、
そ

し
て
大
人
た
ち
に
届
け
て
く
れ
る
絵

本
作
家
あ
き
や
ま
た
だ
し
さ
ん
。

　

世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
「
は
な
か
っ
ぱ
」
や

「
パ
ン
ツ
ぱ
ん
く
ろ
う
」
で
お
馴
染

み
の
あ
き
や
ま
さ
ん
の
絵
本
原
画
展

を
開
催
中
で
す
。

　

本
展
で
は
、「
は
な
か
っ
ぱ
」
を

は
じ
め
、
日
本
絵
本
賞
大
賞
受
賞
作

「
は
や
く
ね
て
よ
」
や
「
ま
め
う
し
」

シ
リ
ー
ズ
な
ど
の
絵
本
原
画
１
１
３

点
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ユ
ー
モ
ア

に
あ
ふ
れ
る
展
開
、
言
葉
遊
び
の
面

白
さ
を
感
じ
る
作
品
に
、
ほ
ん
わ
か

と
し
た
温
か
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
浜
田
市
内
の
園
児
が
描
い

た
「
は
な
か
っ
ぱ
」
作
品
の
展
示
や
、

工
作
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
こ
の
機
会
に
あ
き
や
ま

さ
ん
の
絵
本
の
世
界
を
親
子
そ
ろ
っ

て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
期　
４
月
30
日
（振）　
ま
で

■
現
代
彫
刻
小
品
展
in
浜
田
開
催

　

県
内
外
で
活
動
し
て
い
る
彫
刻
家

の
作
品
が
、
こ
ど
も
美
術
館
に
や
っ

て
き
ま
す
！
い
ろ
い
ろ
な
素
材
で
で

き
た
ユ
ニ
ー
ク
な
形
の
作
品
な
ど
、

こ
の
機
会
に
彫
刻
を
た
っ
ぷ
り
と
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
期　
４
月
７
日
㈯
～
22
日
㈰

場
所　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

料
金　
無
料

■
現
代
彫
刻
小
品
展
関
連

　
ゲ
ス
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
き
れ
い
な
光
の
塔
づ
く
り
》

　

埼
玉
県
在
住
の
彫
刻
家
・
本
多
正

直
さ
ん
と
一
緒
に
、
作
品
作
り
を
し

よ
う
。
色
和
紙
を
使
っ
た
、
柔
ら
か

い
明
か
り
を
楽
し
も
う
。

◎
４
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

●
定
員　
先
着
30
人

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
パ
ク
パ
ク
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
》

　

紙
コ
ッ
プ
を
使
っ
て
、
パ
ク
パ
ク

動
く
人
形
を
作
る
よ
。
ど
ん
な
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
で
き
る
か
な
？

◎
４
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
フ
ェ
ル
ト
で
パ
ペ
ッ
ト
》

　

手
を
入
れ
て
遊
べ
る
、
パ
ペ
ッ
ト

を
作
ろ
う
。

◎
４
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
お
絵
描
き
マ
イ
バ
ッ
グ
》

　

絵
を
描
い
て
ア
イ
ロ
ン
で
プ
リ
ン

ト
す
る
と
、
世
界
で
一
つ
の
マ
イ

バ
ッ
グ
の
出
来
上
が
り
！

◎
４
月
28
日
㈯
～
30
日
（振）

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

４
月
の
休
館
日

月
曜
日　
２
日
・
９
日
・
16
日
・

23
日

　

３
階
ホ
ー
ル
の
奥
に
あ
る
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
室
で
は
、
当
館
が
所
蔵
し
て

い
る
浜
田
ゆ
か
り
の
作
家
の
作
品
な

ど
を
、
年
間
５
回
ほ
ど
展
示
替
を
し

な
が
ら
紹
介
し
て
い
ま
す
。現
在
は
、

春
を
題
材
と
し
た
絵
画
や
彫
刻
の
作

品
を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受

付
は
、
当
日
午
後
１
時
か
ら
３
時

30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

日
時　
４
月
30
日
（振）

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場
所　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

料
金　
当
日
の
観
覧
券
が
必
要

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.184

有

料

広

告

『
あ
き
や
ま
た
だ
し
の
絵

本
原
画
展
』

４
月
の
イ
ベ
ン
ト

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
室
の
ご
案
内

あ
き
や
ま
た
だ
し
絵
本
ラ
イ
ブ
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旭図書館（☎�１４４０）
○開館時間
　午前９時～午後５時
○休館日　日曜日及び祝日

浜田図書館（☎�０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○４月の休館日　27日㈮・29日㈷・30日（振）

金城図書館（☎�１８２３）
○開館時間
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○４月の休館日　29日㈷・30日（振）

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

貝
の
図
鑑
＆
採
集
ガ
イ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
等

給
食
室
の
日
曜
日

と
っ
て
お
き
の
は
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
し
い
こ

ジ
ェ
ン
ナ

　
　
　

メ
ア
リ
・
Ｅ
・
ピ
ア
ソ
ン

■
大
人
向
け
の
本
■

中
原
を
翔
る
狼　
　
　
　

小
前
亮

３
歳
ま
で
の
子
ど
も
ご
は
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

祐
成
二
葉

粛
清　
　

ソ
フ
ィ
・
オ
ク
サ
ネ
ン

花
酔
ひ　
　
　
　
　
　

村
山
由
佳

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

タ
ケ
の
絵
本

　
　
　
　
　

う
ち
む
ら
え
つ
ぞ
う

ま
め
う
し
の
も
も
い
ろ
の
は
る　

　
　
　
　
　
　

あ
き
や
ま
た
だ
し

給
食
室
の
日
曜
日　
村
上
し
い
こ

10
ぴ
き
の
か
え
る
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク              

　
　
　
　
　
　
　
　

間
所
ひ
さ
こ

炎
路
を
行
く
者  　

 

上
橋
菜
穂
子

■
大
人
向
け
の
本
■

こ
こ
は
ボ
ツ
コ
ニ
ア
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
部
み
ゆ
き

く
ち
び
る
に
歌
を　
　

中
田
永
一

歪　
　
　
　
　
　
　
　

堂
場
瞬
一

「
自
分
の
家
で
死
に
た
い
」
と
言

わ
れ
た
ら
読
む
本　
　

関
屋
利
治

家
庭
の
医
学　
　
　
　
　

野
村
馨

子
ど
も
読
書
の
日

　

４
月
23
日
㈪
は
、
子
ど
も

読
書
の
日
で
す
。

子
ど
も
読
書
週
間

　

４
月
23
日
㈪
か
ら
５
月
12

日
㈯
は
、
子
ど
も
読
書
週
間

で
す
。

　

子
ど
も
が
本
に
親
し
む

環
境
を
作
る
た
め
、
大
人

も
読
書
に
対
す
る
関
心
を

持
ち
、
子
ど
も
と
一
緒
に

読
書
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

浜
田
図
書
館
で
は
、
子
ど

も
読
書
の
日
に
あ
わ
せ
て
、

子
ど
も
読
書
ま
つ
り
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　
４
月
22
日
㈰

　

午
前
10
時
～

場
所　
浜
田
図
書
館

内
容

・
午
前
10
時
～
11
時

　
　

お
は
な
し
マ
ラ
ソ
ン

・
午
前
11
時
～
正
午

不
思
議
な
手
品
・
お
さ

か
な
か
る
た
対
決
！！

・
午
後
１
時
30
分
～
２
時

人
形
劇

子
ど
も
図
書
館
司
書
体
験
参
加
者

募
集

　

子
ど
も
読
書
ま
つ
り
で
、
図
書

館
司
書
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
間

　

午
前
の
部　

午
前
10
時
～
正
午

　

午
後
の
部　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

申
込
締
切
日　
４
月
15
日
㈰

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

　

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

浜
田
図
書
館

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

て
ん
と
う
む
し
ぱ
っ

　
　
　
　
　
　
　

中
川
ひ
ろ
た
か

お
お
き
く
な
り
た
い　
こ
り
す
の

も
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　

征
矢
清

か
ば
が
が
ば
ー

　
　
　
　

ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

た
っ
く
ん
の
お
て
つ
だ
い

　
　
　
　
　
　

お
お
さ
わ
さ
と
こ

■
大
人
向
け
の
本
■

薬
膳
ご
は
ん　
　
　
　

杏
仁
美
友

ル
フ
ィ
の
仲
間
力　
　
　

安
田
雪

遠
い
町
か
ら
来
た
話

　
　
　
　
　
　

シ
ョ
ー
ン
・
タ
ン

遺
体　
震
災
、
津
波
の
果
て
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井
光
太

★
お
は
な
し
あ
そ
び

日
時　
毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

★
お
は
な
し
の
会

日
時　
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日　

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
（上）　
渡
辺
あ
や

★
絵
本
お
た
の
し
み
会

※　

４
月
は
お
休
み
し
ま
す
。

図

書

館

情

報

有

料

広

告

浜 

田 

図 

書 

館

金 

城 

図 

書 

館

旭 

図 

書 

館

「
子
ど
も
読
書
ま
つ
り
」を

開
催
し
ま
す



33　　　広報はまだ：平成24年４月号

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

　

障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
専
門

の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ラ
ピ
ー
の
先
生

と
、
楽
し
み
な
が
ら
親
子
で
発
達
の

手
掛
か
り
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。
障

が
い
の
程
度
は
問
い
ま
せ
ん
。

日　
４
月
15
日
㈰
・
５
月
13
日
㈰
・

６
月
17
日
㈰

　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午

場　
原
井
幼
稚
園

料　
無
料

問　
す
ぎ
な
会　

西
井
久
美
子
さ
ん

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
２
１
９
８
）

　

親
子
で
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、

友
達
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
交
流
会
や

誕
生
会
を
行
い
ま
す
。
ま
た
園
舎
・

園
庭
を
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
未
就
園
児
親
子

日　
初
回　

４
月
18
日
㈬

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

園
開
放　
毎
週
月
～
金
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場　
美
川
幼
稚
園

※　

周
辺
に
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

料　
年
会
費　

前
期　

３
０
０
円

　
　
　
　
　
　

後
期　

３
０
０
円

問　
美
川
幼
稚
園
（
☎
�
０
１
８
５
）

日　
４
月
28
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
畳
ヶ
浦
入
口
付
近

清
掃
場
所　
畳
ヶ
浦
一
帯

※　

参
加
し
た
人
に
、
サ
ポ
ー
ト
通

貨
「
神
楽
」
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

対
価
と
し
て
進
呈
す
る
予
定
で
す
。

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０-

８
２

　

４
４-

９
４
２
９
）「
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

　

あ
な
た
の
技
術
や
経
験
を
活
か
し

て
、
青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

応
募
資
格　
日
本
国
籍
を
持
つ
人

青
年
海
外
協
力
隊

　

満
20
歳
～
満
39
歳

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

満
40
歳
～
満
69
歳

募
集
期
間　
４
月
１
日
㈰
～
５
月
14

日
㈪
（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
方
法　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
所
定
の
応
募

書
類
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）
を
郵
送

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
職
参
加　
休
職
な
ど
に
よ
り
所
属

先
に
身
分
を
残
し
た
ま
ま
参
加
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

体
験
談
・
説
明
会

　

概
要
説
明
・
個
別
応
募
相
談
・
応

募
資
料
の
配
布
な
ど
を
行
い
ま
す
。

地
元
出
身
の
Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ
の
体
験
談

も
聞
け
ま
す
。

日　
４
月
８
日
㈰

青
年
海
外
協
力
隊

　

午
後
４
時
30
分
～
６
時
30
分

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
島
根
県
民
会
館
３
０
７
会
議
室

（
松
江
市
）

※　

資
料
請
求
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

担
当
（
☎
０
８
２-

４
２
１-

６

　

３
０
５
・
▢ＦＡＸ
０
８
２-

４
２
０-

８
０
８
２
）

http://w
w
w
.jica.go.jp

Em
ail:jicacic-jocv@

jica.go.jp

看
護
師
・
助
産
師

　

（独）
国
立
病
院
機
構
の
常
勤
職
員
と

し
て
の
採
用
と
な
り
ま
す
。

応
募
資
格　
看
護
師
・
助
産
師
免
許

所
有
者
又
は
、
平
成
24
年
３
月
に

看
護
師
・
助
産
師
学
校
を
卒
業
し

た
人

※　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

看
護
補
助
者

　

非
常
勤
職
員
（
パ
ー
ト
）
で
の
採

用
で
、看
護
助
手
業
務
と
な
り
ま
す
。

応
募
資
格　
免
許
・
資
格
・
経
験
は

問
い
ま
せ
ん
。

※　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※　

勤
務
時
間
・
給
与
な
ど
詳
し
く

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
（独）
国
立
病
院
機
構
浜
田
医
療
セ

ン
タ
ー
管
理
課
人
事
担
当

（
☎
�
０
５
０
５
）

http://ham
ada-nh.jp/

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

まちかど伝言板

有

料

広

告

募
　

集

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ラ
ピ
ー

参
加
者

美
川
幼
稚
園
な
か
よ
し
会

会
員

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

看
護
師
・
看
護
補
助
者



広報はまだ：平成24年４月号　　　34

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

　

絵
本
か
ら
古
典
ま
で
、
分
野
を
問

わ
ず
朗
読
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
学
生
及
び
一
般

の
人

日　
毎
週
第
３
水
曜
日

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
浜
田
図
書
館

料　
無
料

申
・
問　
山
藤
さ
ん

（
☎
�
０
３
３
１
）

お
題　
「
立
」

※　

お
題
は
「
立
」
で
す
が
、
歌
に

詠
む
場
合
は
「
立
」
の
文
字
が
詠

み
込
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
、「
立

志
」「
立
春
」
の
よ
う
な
熟
語
に

し
て
も
、
ま
た
、「
立
つ
」「
立
ち

上
が
る
」
の
よ
う
に
訓
読
し
て
も

差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

詠
進
期
間　
９
月
30
日
㈰
（
当
日
消

印
有
効
）

※　

詳
し
く
は
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、直
接
、

宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入
の
上
、

返
信
用
切
手
を
貼
っ
た
封
筒
を
添

え
て
、
９
月
20
日
㈭
ま
で
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
・
問　
宮
内
庁
（
〒
１
０
０-

８

　

１
１
１　

宮
内
庁
「
詠
進
歌
」）

http://w
w
w
.kunaicho.go.jp/

【
院
卒
者
試
験
・
大
卒
程
度
試
験
】

国
家
公
務
員
総
合
職
（
院
卒
者
）

受
付
期
間　
４
月
２
日
㈪
～
３
日
㈫

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

み
は
４
月
２
日
㈪
～
９
日
㈪
）

第
１
次
試
験
日　
４
月
29
日
㈷

国
家
公
務
員
総
合
職
（
大
卒
程
度
）

受
付
期
間　
４
月
２
日
㈪
～
３
日
㈫

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

み
は
４
月
２
日
㈪
～
９
日
㈪
）

第
１
次
試
験
日　
４
月
29
日
㈷

国
家
公
務
員
一
般
職
（
大
卒
程
度
）

受
付
期
間　
４
月
10
日
㈫
～
11
日
㈬

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

み
は
４
月
10
日
㈫
～
19
日
㈭
）

第
１
次
試
験
日　
６
月
17
日
㈰

皇
宮
護
衛
官
・
法
務
省
専
門
職
（
人

間
科
学
）・
財
務
専
門
官
・
国
税
専

門
官
・
食
品
衛
生
監
視
員
・
労
働
基

準
監
督
官
・
航
空
管
制
官

受
付
期
間　
４
月
２
日
㈪
～
３
日
㈫

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

み
は
４
月
２
日
㈪
～
12
日
㈭
）

第
１
次
試
験
日　
６
月
10
日
㈰

【
高
卒
者
試
験
等
】

海
上
保
安
学
校
学
生
（
特
別
）

受
付
期
間　
４
月
６
日
㈮
～
11
日
㈬

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

み
は
４
月
２
日
㈪
～
９
日
㈪
）

第
１
次
試
験
日　
５
月
20
日
㈰

※　

受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
人
事
院
中
国
事
務
局
（
☎
０
８

　

２-
２
２
８-

１
１
８
３
）

http://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/

saiyo.htm

警
察
官
（
大
学
卒
）

申
込
締
切
日　
４
月
６
日
㈮
（
当
日

消
印
有
効
）

第
１
次
試
験
日　
５
月
13
日
㈰

試
験
会
場　
松
江
市
・
浜
田
市

定　
男
性
48
人
・
女
性
４
人
・
武
道

２
人

※　

受
験
資
格
は
、
受
験
案
内
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
・
申
込
書
配
布
場
所

県
人
事
委
員
会
事
務
局
・
県
庁
１

階
受
付
・
隠
岐
支
庁
・
各
県
民
セ

ン
タ
ー
・
各
県
外
事
務
所
・
県
警

察
本
部
及
び
県
内
各
警
察
署

※　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
受
験
案
内

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
・
申
し
込
み
も

で
き
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
島
根
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
２
�
５
４
３
８
・
▢ＦＡＸ

０
８
５
２
�
５
４
３
５
）

http://w
w
w
.pref.shim

ane.lg.jp/
jinjiiinkai/

【
大
学
院
卒
業
・
大
学
卒
業
程
度
】

種
類　
裁
判
所
職
員
総
合
職

【
大
学
卒
業
程
度
】

種
類　
裁
判
所
職
員
一
般
職

受
付
期
間　
４
月
２
日
㈪
～
16
日
㈪

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

み
は
４
月
５
日
㈭
～
11
日
㈬
）

受
験
資
格　
昭
和
57
年
４
月
２
日
～

平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

　

中
央
図
書
館
建
設
に
併
せ
て
、
市

民
が
集
い
、
語
り
合
う
憩
い
の
水
辺

を
作
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

内
容　
護
岸
の
草
刈
り
・
清
掃

日　
４
月
22
日
㈰

　

午
前
９
時
～
11
時

※　

雨
天
の
場
合
は
、
29
日
㈷
に
延

期
し
ま
す
。

場　
中
央
図
書
館
建
設
場
所
周
辺
、

浜
田
河
川
敷
・
遊
歩
道
周
辺

問　
自
立
で
き
る
ふ
る
さ
と
を
創
造

す
る
会　

須
山
さ
ん

（
☎
�
０
６
４
０
）

有

料

広

告

資
格
・
試
験

朗
読
の
会
「
波
」
会
員

平
成
25
年
歌
会
始
の
詠
進
歌

国
家
公
務
員

県　
職　
員

裁
判
所
職
員

「
憩
い
の
水
辺
」
を

つ
く
ろ
う
参
加
者
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平
成
24
年
６
月
入
校

事
務
ワ
ー
ク
科

　

企
業
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
品
質

管
理
に
必
要
な
管
理
サ
イ
ク
ル
（
計

画
・
実
行
・
評
価
・
改
善
）
な
ど
の

知
識
や
技
能
を
習
得
し
ま
す
。

対
象　
原
則
と
し
て
中
学
校
以
上
を

卒
業
し
た
人

入
校
検
定
日　
５
月
23
日
㈬

検
定
場
所　
県
立
西
部
高
等
技
術
校

定　
10
人

料　
テ
キ
ス
ト
代
・
資
格
試
験
取
得

費
用
な
ど
は
実
費
自
己
負
担

訓
練
期
間

　

６
月
21
日
㈭
～
12
月
６
日
㈭

選
抜
方
法　
学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）・
面
接

申
込
方
法　
願
書
（
西
部
高
等
技
術

校
及
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
り
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

住
所
地
を
管
轄
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

所
定
の
職
業
相
談
が
必
要
で
す
。

　

フ
ッ
ト
サ
ル
に
興
味
が
あ
る
皆
さ

ん
、
楽
し
く
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
体
を

動
か
し
、
運
動
不
足
を
解
消
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
未
経
験
者
も
大
歓
迎
！

対
象　
ど
な
た
で
も
（
親
子
参
加
大

歓
迎
）

日　
４
月
７
日
㈯
・
５
月
19
日
㈯

　

午
後
７
時
～
９
時

場　
ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

定　
30
人

料　
１
人
１
回
５
０
０
円

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
方
法　
電
話
又
は
メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
㈳
島
根
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

浜
田
支
部
フ
ッ
ト
サ
ル
委
員
会

齋
藤
憲
嗣
さ
ん
（
☎
０
９
０-

２

２
９
４-

９
５
１
８
）

Em
ail:futsalham

ada@
yahoo.co.jp

平成24年度　浜田公民館主催事業各種教室 申・問　浜田公民館（☎�９３５８）
教　　室　　名 日　　　　時 定員 会費及び材料費・教材費 開講日

将棋を楽しむ会 第１・３日曜日 13:00～16:00
－

無料

４月

８日㈰
囲碁お楽しみ会 第２・４水・金曜日 9:00～16:00

11日㈬
ふれあいサロン 第２水・金曜日 10:00～16:00 １回150円（お茶・お菓子付）

盆栽教室 第３土曜日 13:00～16:00 25人 年会費　3,000円
（資料代　半年分1,000円） 14日㈯

浜田母親クラブプチ 第２・４火曜日
10:00～11:30

20組 年会費　2,000円 24日㈫
フラダンス 第１・３火曜日

30人
年会費　5,000円

５月

１日㈫
木目込み人形 第２水曜日 13:30～16:00 年会費　1,000円（初回材料代1,500円） ９日㈬
ヨーガ教室 第２・４金曜日 13:30～15:00

20人
年会費　5,000円 　

11日㈮
絵手紙教室 第２土曜日 9:30～11:30 12日㈯
男の料理 第３水曜日 18:30～21:00 材料費　年会費　11,000円 16日㈬

３B体操 第１・３土曜日 10:00～11:30 25人 年会費　5,000円
（道具のない人は道具代別途必要） 19日㈯

ヤングレディース料理教室 第３月曜日 18:30～21:00
20人 材料費　年会費　11,000円

21日㈪
料理教室Ａグループ 第３木曜日

10:00～13:00
17日㈭

料理教室Ｂグループ 第４木曜日 24日㈭
浜田公民館学校 毎月１回（不定期） 9:00～12:00

30人
年会費　1,000円（教材費は別途必要） 26日㈯

筆ペン教室
第４月曜日

10:00～12:00
教材費　年会費　8,000円　 28日㈪

ペン習字 14:00～16:00

募
集
締
切
日　
５
月
11
日
㈮
（
当
日

消
印
有
効
）

問　
西
部
高
等
技
術
校

（
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０
）

http://w
w
w
.pref.shim

ane.lg.jp/
seibu_gijutsu/

第
１
次
試
験
日　
６
月
３
日
㈰

※　

詳
し
く
は
、
裁
判
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
松
江
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務

課
人
事
第
一
係

（
☎
０
８
５
２
�
１
７
０
１
）

http://w
w
w
.courts.go.jp/

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

西
部
高
等
技
術
校
入
校
生

教
室
・
講
座

み
ん
な
の
た
め
の

フ
ッ
ト
サ
ル
教
室
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介
護
の
分
野
で
働
き
た
い
と
考
え

て
い
る
人
を
対
象
に
、
島
根
県
社
会

福
祉
協
議
会
で
臨
時
的
に
雇
用
さ
れ

な
が
ら
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
の

取
得
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
介
護

保
険
施
設
な
ど
で
の
お
試
し
勤
務
を

通
し
て
、
自
分
に
あ
っ
た
就
職
先
選

び
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

対
象　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
研
修
に
参

加
可
能
な
人
で
、
介
護
保
険
施
設

な
ど
で
の
お
試
し
勤
務
に
参
加
可

能
な
人
（
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
。）

募
集
期
間　
４
月
11
日
㈬
ま
で

定　
10
人
程
度

※　

定
員
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た

場
合
は
、
解
雇
・
雇
止
め
に
よ
り

離
職
し
た
人
な
ど
を
優
先
し
ま
す
。

料　
無
料

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
県
社
会
福
祉
協
議
会
石
見

支
所
・
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
石

見
分
室
（
☎
�
９
３
４
０
）

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
が
情
報

取
得
の
手
段
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も

の
に
点
訳
が
あ
り
ま
す
。
視
覚
障
が

い
者
の
情
報
格
差
解
消
に
取
り
組
ん

で
も
ら
え
る
点
訳
奉
仕
員
の
養
成
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

点
訳
の
技
術
を
身
に
付
け
、
本
や

雑
誌
・
広
報
な
ど
を
点
訳
し
て
、
視

覚
障
が
い
者
が
利
用
す
る
点
字
図
書

を
作
製
し
ま
す
。

対
象　
点
訳
奉
仕
を
希
望
す
る
65
歳

未
満
で
、
講
習
会
終
了
後
に
継
続

し
て
活
動
が
で
き
る
人

日　
４
月
12
日
㈭
～
平
成
25
年
２
月

21
日
㈭

　

午
前
10
時
～
正
午
（
全
25
回
）

場　
い
わ
み
ー
る

料　
１
、
０
５
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
締
切
日　
４
月
７
日
㈯

※　

当
日
、
会
場
で
も
受
け
付
け
ま

す
。

申
・
問　
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
９
３
３
４
・

▢ＦＡＸ
�
９
３
３
５
）

　

小
学
生
の
心
身
の
発
達
を
考
慮
し

な
が
ら
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
団

体
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生

日　
毎
週
土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
三
階
小
学
校
体
育
館

日　
毎
週
木
曜
日

　

午
後
７
時
～
９
時

場　
原
井
小
学
校
体
育
館

料　
年
会
費　

１
２
、
０
０
０
円

　
　

保
険
料　
　
　
　

８
０
０
円

申
・
問　
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

白
瀬　

亘
さ
ん
（
☎
�
０
６
９
０
）

金
岡
敬
子
さ
ん
（
☎
�
１
８
７
３
）

　

手
話
の
基
本
か
ら
始
め
ま
す
の

で
、
初
心
者
の
人
も
気
軽
に
参
加
で

き
る
楽
し
い
教
室
で
す
。
浜
田
ろ
う

学
校
の
生
徒
と
の
交
流
も
計
画
し
て

い
ま
す
。

日　
５
月
～
平
成
25
年
２
月

　

毎
月
第
２
・
４
月
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
国
府
公
民
館

料　
１
か
月
５
０
０
円

申
・
問　
国
府
公
民
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
２
７
０
）

　

健
康
保
持
増
進
と
体
力
作
り
を
図

り
、
武
道
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
を
目
的
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
設
し
ま
す
。

開
設
期
間

　

５
月
８
日
㈫
～
９
月
27
日
㈭

料　
一
般　
　
　
　

５
、
２
０
０
円

　

大
学
生　
　
　
　

４
、
２
０
０
円

　

小
・
中
・
高
校
生

（
週
２
回
課
程
）
４
、
０
０
０
円

（
週
１
回
課
程
）
２
、
５
０
０
円

　

マ
マ
＆
ベ
ビ
ー
キ
ッ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　

６
、
２
０
０
円

受
付
開
始
日　
４
月
14
日
㈯

　

午
後
１
時
～

申
・
問　
石
見
武
道
館

（
☎
�
７
１
７
０
）

前期スポーツ教室一覧表 ※　いずれも先着順です。

教 室 名 曜日 時    間 対　　象 定員 開講日
（５月）

フィットネス（火） 火 13:30～15:00 一般男女 10人
８日㈫

剣道（週２回過程） 火・木 18:30～20:00 小学生男女
中学生男女 60人

かんたんエアロビクス
水

9:30～10:50
一般男女 40人

９日㈬
レクリエーションスポーツ
ラージボール卓球 13:30～15:30

柔道（週２回過程） 水・金 18:30～20:00 幼児～中学生
男女 60人

ママ＆ベビーキッズ３Ｂ
木

10:00～11:30 乳児～入園前
幼児と保護者 30組

10日㈭
レスリング 18:30～20:00 幼児～中学生 

男女 30人

フレッシュアップ３Ｂ

金

9:30～11:00
一般男女

20人

11日㈮

気功・太極拳（昼）
13:30～15:00

30人
フィットネス（金）

10人
居合道

18:30～20:00 小学校４年生
～中学生男女

18:30～20:30 高校生以上男女 20人
気功・太極拳（夜） 土 18:30～20:00 一般男女 30人 12日㈯

介
護
人
材
緊
急
雇
用
事
業

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
研
修

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

国
府
公
民
館

手
話
教
室

石
見
武
道
館

前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室
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開
設
期
間

　

４
月
17
日
㈫
～
９
月
21
日
㈮

受
付
開
始
日　
４
月
７
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～

定　
下
表
の
と
お
り（
先
着
順
で
す
。

た
だ
し
、定
員
に
満
た
な
い
場
合
、

そ
の
都
度
受
け
付
け
ま
す
。）

申
込
方
法　
申
込
書
（
県
立
体
育
館

に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
な
ど
に

よ
る
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
県
立
体
育
館

（
☎
�
１
２
０
１
）

前期スポーツ教室一覧表 ※　体操競技教室は、実技認定が必要です。

コース 教　室　名 曜日 時　間 対　象 定員 参加料 開始日
（４月）

健
康
づ
く
り

のびやか３Ｂ体操
火

10:00～11:30 一般男女 30人
5,200円

17日㈫軽スポーツ 14:00～15:30 45歳以上男女 40人
ベーシックエアロ 19:30～20:50

高校生以上男女
30人 高2,500円・大4,200円

一般5,200円フォークダンス 水 19:00～20:50 50人 18日㈬
女性軽スポーツ

木
13:30～15:00 一般女子 40人 5,200円

19日㈭健康体操（介護予防体操） 19:00～20:30 高校生以上男女 20人 高2,500円・大4,200円
一般5,200円

トランポリン 金 19:00～20:50 小学生親子
一般男女 各10人 一般5,200円

親子6,200円 27日㈮

楽しんで！エアロ 土 10:00～11:30 中学生以上男女 20人 中高2,500円・大4,200円
一般5,200円 21日㈯

競　
　
　

技

ソフトテニス（朝）
火

10:00～12:00
一般男女

40人
5,200円 17日㈫卓球・ラージボール卓球 13:30～15:30 45人

ソフトテニス（夜）
19:00～20:50 中学生以上男女

60人
中高2,500円・大4,200円
一般5,200円テニス 水 40人 18日㈬

バドミントン 木 80人 19日㈭
テニス

金

10:00～12:00
一般男女 20人 5,200円

27日㈮バドミントン 13:30～15:30

卓球・ラージボール卓球 19:00～20:50 中学生以上男女 50人 中高2,500円・大4,200円
一般5,200円

ク
ラ
ブ

ソフトテニス 木 10:00～12:00
一般男女

20人
5,200円

19日㈭
レクリエーションバレー 金 19:00～20:50 60人 27日㈮
体操（中・高） 火

16:30～18:30
中・高校生男女 30人 2,500円

17日㈫
体操競技 火・水 小学生男女

20人
4,000円

少　
　

年

キッズ体操
水

15:30～16:30 年長（就学１年前）
男女

2,500円

18日㈬
卓　球 16:30～18:00 小学校４～６年生男女 30人
ふれあい広場

木
16:00～17:00 小学校１～３年生男女 60人

19日㈭体　操
17:00～18:30

小学校２～６年生男女 40人
バドミントン 小学校４～６年生男女 30人

親子広場 金 14:30～15:30 子（３歳～６歳）と
保護者 20組 6,200円 27日㈮

　

市
内
保
育
園
・
幼
稚
園
の
園
児
が

飾
り
付
け
し
た
手
作
り
の
ひ
な
飾
り

と
、
各
商
店
自
慢
の
ひ
な
飾
り
が
埋

め
つ
く
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
盲
導

犬
ふ
れ
あ
い
広
場
・
一
中
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
演
奏
・
子
供
神
楽
体
験
コ
ー

ナ
ー
・
お
茶
席
の
お
も
て
な
し
・
た

く
さ
ん
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

を
行
い
ま
す
。

日　
４
月
１
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

場　
紺
屋
町
商
店
街
ふ
れ
あ
い
ロ
ー

ド
（
当
日
歩
行
者
天
国
）

問　
珍
味
屋
（
☎
�
２
９
３
７
）

　

商
店
街
事
務
局
（
平
日
午
前
中
）

（
☎
�
４
３
５
２
）

　

第
一
次
常
設
展
「
浜
田
の
歴
史
展
」

に
併
せ
、
平
成
23
年
度
に
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
、
書
画
・
写

真
機
材
・
長
浜
人
形
・
古
書
籍
な
ど

の
貴
重
な
資
料
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

日　
４
月
５
日
㈭
～
６
月
20
日
㈬

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

県
立
体
育
館

前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

こ
ん
や
ま
ち
の
ひ
な
祭
り

「
春
う
ら
ら
」

コ
ー
ナ
ー
展

「
市
民
寄
贈
資
料
披
露
展
」
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浜田
市役所

東分庁舎

祭り会場

Ｐ

Ｐ

法務局

歩行者天国として開放

裁判所

国
道
186
号

国道９号

浜田川

問　
殿
町
商
店
街　

高
橋
写
真
館

　

高
橋
直
樹
さ
ん
（
☎
�
０
５
６
３
）

　

推
定
樹
齢
６
６
０
年
の
国
の
天
然

記
念
物
「
大
平
桜
」
で
春
を
満
喫
し

ま
せ
ん
か
。
ま
つ
り
期
間
中
は
、
特

産
品
販
売
や
石
見
神
楽
上
演
が
行
わ

れ
ま
す
。

日　
４
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
大
平
桜
周
辺
（
三
隅
町
）

問　
市
観
光
協
会
三
隅
支
部

（
☎
�
２
１
０
４
）

　

ふ
る
さ
と
史
跡
ウ
ォ
ー
ク
の
会
で

は
、
浜
田
城
跡
の
登
城
路
や
城
郭
石

垣
辺
路
と
柿
本
人
麻
呂
ゆ
か
り
の
あ

る
お
堂（
五
輪
塔
一
部
と
経
板
ほ
か
）

を
訪
ね
る
散
策
会
を
行
い
ま
す
。

日　
４
月
15
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午
前

集
合
場
所　
城
山
人
麻
呂
案
内
板
前

料　
３
０
０
円
（
資
料
代
）

※　

事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
観
光
連
盟
ふ
る
さ

と
案
内
人　

古
谷
さ
ん

（
☎
�
８
１
３
５
）

　

江
津
駅
周
辺
で
町
並
み
探
検

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
陸
に

な
っ
た
島
。
駅
前
の
謎
の
石
畳
。
元

銀
行
の
骨
董
屋
。
魚
見
山
の
地
形
を

辿
る
。
心
が
和
む
時
間
旅
行
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

日　
４
月
15
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

※　

雨
天
の
場
合
は
、
22
日
㈰
に
延

期
し
ま
す
。

集
合
場
所　

地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
前
（
江
津
市
）

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６

３
７
）

　

例
年
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
「
ス

プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
in
は
ま
だ
」

を
開
催
し
ま
す
。

主
演陸

上
自
衛
隊
第
13
旅
団
第
13
音
楽

隊
ゲ
ス
ト

浜
田
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

浜
田
商
業
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

江
津
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

石
見
智
翠
館
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

日　
４
月
22
日
㈰

　

午
後
２
時
～
４
時
30
分

開
場　
午
後
１
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
無
料

※　

入
場
整
理
券
（
市
役
所
本
庁
及

び
各
支
所
・
江
津
市
役
所
・
石
央

文
化
ホ
ー
ル
・
自
衛
隊
島
根
地
方

協
力
本
部
浜
田
出
張
所
・
市
観
光

協
会
に
あ
り
ま
す
。）が
必
要
で
す
。

※　

入
場
整
理
券
は
、
４
月
上
旬
か

ら
配
布
開
始
予
定
で
す
。

※　

会
場
付
近
に
駐
車
場
は
あ
り
ま

す
が
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関

を
利
用
す
る
か
、
乗
り
合
わ
せ
て

来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
浜

田
出
張
所
（
☎
�
１
３
３
４
）

http://w
w
w
.m

od.go.jp/pco/
shim

ane/

　

懐
か
し
の
歌
声
喫
茶
を
開
催
し
ま

す
。
浜
田
公
民
館
で
思
い
っ
き
り
声

を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
マ
ン
ド
リ

ン
の
演
奏
会
も
あ
り
ま
す
。

日　
４
月
22
日
㈰

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場　
浜
田
公
民
館
研
修
室

定　
１
２
０
人

料　
８
０
０
円
（
お
茶
付
き
）

※　

浜
田
公
民
館
で
、
チ
ケ
ッ
ト
販

売
し
ま
す
。

特
別
出
演　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ベ
ル

カ
ノ
ン
（
広
島
）

問　
浜
田
公
民
館
（
☎
�
９
３
５
８
）

　

弥
栄
の
春
の
恒
例
行
事
『
ふ
る
さ

と
体
験
村
春
ま
つ
り
』
を
５
月
４
日

㈷
に
開
催
し
ま
す
。
石
見
神
楽
・
田

ば
や
し
な
ど
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
上
演

の
ほ
か
、
地
元
集
落
に
よ
る
出
店
、

毎
年
好
評
の
「
ど
ぶ
ろ
く
」
限
定
販

売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日　
５
月
４
日
㈷

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
ふ
る
さ
と
体
験
村
（
弥
栄
町
）

※　

ど
ぶ
ろ
く
は
、
数
量
限
定
販
売

と
な
り
ま
す
。

※　

駐
車
場
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ

て
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
㈶
ふ
る
さ
と
弥
栄
振
興
公
社

（
☎
�
２
６
１
２
）

　

殿
町
で
春
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

日　
４
月
８
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
市
役
所
本
庁
周
辺
及
び
浜
田
川

沿
い
道
路
（
当
日
歩
行
者
天
国
）

※　

駐
車
場
と
ト
イ
レ
は
市
役
所
本

庁
も
利
用
で
き
ま
す
。

※　

ご
み
の
放
置
や
散
乱
が
目
立
つ

場
合
は
、
来
年
度
以
降
の
公
道
利

用
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

場　
浜
田
郷
土
資
料
館

料　
無
料

問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

大
平
桜
ま
つ
り

第
53
回
ふ
る
さ
と
史
跡

ウ
ォ
ー
ク

第
１
２
０
回
ふ
る
さ
と

歴
史
紀
行

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

in
は
ま
だ

歌
声
学
校
と

マ
ン
ド
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

ふ
る
さ
と
体
験
村
春
ま
つ
り

と
の
さ
ま
桜
え
え
げ
な
祭
り
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メ
ン
バ
ー
全
員
が
音
楽
大
学
出
身

の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
２
本
と
ピ
ア
ノ
に

よ
る
演
奏
で
、
観
衆
を
魅
了
す
る
実

力
派
の
音
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ユ
ニ
ッ

ト
で
す
。
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
音
楽
は
も

ち
ろ
ん
、
心
に
し
み
る
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
な
映
画
音
楽
、
ジ
ャ
ズ
な
ど
幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
を
演
奏
し
ま
す
。
彼
ら

の
魅
力
あ
ふ
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
６
月
17
日
㈰

開
場　
午
後
２
時
30
分

開
演　
午
後
３
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料　
全
席
指
定

前
売
券　

２
、
５
０
０
円

当
日
券　

３
、
０
０
０
円

※　

マ
リ
ン
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
の
利

用
も
で
き
ま
す
。

※　

３
歳
未
満
児
は
、
入
場
で
き
ま

せ
ん
。

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

シ
ー
ズ
ン
最
後
の
ア
イ
ス
ス
ケ
ー

ト
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

未
就
学
児
童
滑
走
料
無
料
デ
ー

日　
４
月
１
日
㈰
～
８
日
㈰
・
14
日

㈯
・
15
日
㈰
・
21
日
㈯
・
22
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

料　
無
料

※　

貸
靴
料
は
、
別
途
必
要
で
す
。

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

カ
ー
リ
ン
グ
体
験

日　
４
月
１
日
㈰
・
８
日
㈰
・
15
日

㈰
・
22
日
㈰

　

午
後
７
時
～
８
時
40
分

定　
20
人

料　
１
、
０
０
０
円

申
込
方
法　
３
人
以
上
で
、
事
前
に

電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

ス
ケ
ー
ト
教
室

日　
４
月
７
日
㈯
・
14
日
㈯
・
21
日

㈯
・
28
日
㈯

　

初
級　

午
前
10
時
～
11
時

料　
１
回
５
０
０
円

※　

滑
走
料
・
貸
靴
料
は
、
別
途
必

要
で
す
。

※　

初
回
の
み
保
険
料
５
０
０
円
が

必
要
で
す
。

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ス
ケ
ー
ト
有
料
指
導
実
施
中

対
象　
初
心
者

指
導
時
間　
30
分

料　
１
回
５
０
０
円

※　

滑
走
料
・
貸
靴
料
は
、
別
途
必

要
で
す
。

４
月
の
休
館
日

４
月
４
日
㈬
・
11
日
㈬
・
18
日
㈬
・

25
日
㈬

申
・
問　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
０
０
）

企
画
展
「
福
富
太
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

鏑
木
清
方
と
明
治･

大
正･

昭
和
の
美

人
画
」

　

福
富
太
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
、

鏑
木
清
方
を
中
心
に
、
池
田
輝
方
・

池
田
蕉
園
・
竹
久
夢
二
・
伊
東
深
水
・

上
村
松
園
・
北
野
恒
富
・
島
成
園
な

ど
、
東
京
・
京
都
・
大
阪
の
画
家
26

人
に
よ
る
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け

て
描
か
れ
た
美
人
画
62
点
を
紹
介
し

ま
す
。

日　
４
月
21
日
㈯
～
６
月
４
日
㈪

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分
（
展

示
室
へ
の
入
場
は
午
後
６
時
ま
で
）

休
館
日　
毎
週
火
曜
日

場　
石
見
美
術
館
展
示
室
Ｄ

※　

５
月
１
日
㈫
は
開
館
し
ま
す
。

料
一
般
１
、
０
０
０
円（
８
０
０
円
）

大
学
生　

６
０
０
円（
４
５
０
円
）

小
中
高
生
３
０
０
円（
２
５
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

※　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

及
び
介
助
者
は
入
場
無
料

C
anon P

resents

「
ウ
ィ
ー
ン
少
年
合
唱
団
」

ウ
ィ
ー
ン
の
象
徴
、
音
楽
大
使
と
し

て
世
界
中
の
人
々
の
心
を
癒
す
天
使

た
ち

　

２
０
１
１
年
ウ
ィ
ー
ン
で
東
日
本

大
震
災
復
興
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

公
演
を
行
い
、
日
本
で
も
多
く
の
マ

ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

巨
匠
ト
ス
カ
ニ
ー
ニ
が
「
天
使
の
歌

声
」
と
命
名
し
た
こ
と
で
も
有
名
な
、

彼
ら
の
歌
声
に
癒
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

日　
５
月
26
日
㈯

開
場　
午
後
２
時
30
分

開
演　
午
後
３
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
全
席
指
定
（
税
込
み
）

　

一
般　
　
　

Ｓ
席
３
、
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　

Ａ
席
２
、
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　

Ｂ
席
１
、
５
０
０
円

　

友
の
会
会
員
Ｓ
席
３
、
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　

Ａ
席
２
、
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　

Ｂ
席
１
、
３
０
０
円

※　

未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
５

月
19
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

特
別
展

お
魚
料
理
の
ふ
し
ぎ　
よ
う
こ
そ

あ
く
あ
す
亭

日　
５
月
７
日
㈪
ま
で

場　
ア
ク
ア
ス
３
階
特
別
展
示
室

春
休
み
特
別
教
室

板
前
さ
ん
の
旨
い
も
の
教
室

日　
４
月
３
日
㈫

　

午
前
10
時
～
正
午

定　
30
人

料　
無
料

日
曜
講
座

フ
カ
ヒ
レ
を
作
っ
て
み
よ
う

日　
４
月
15
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

定　
30
人

料　
無
料

生
き
物
教
室

釣
っ
た
魚
で
七
輪
焼

日　
４
月
22
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

定　
30
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w
w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

４
月
の
神
楽
情
報
（
雨
天
中
止
）

日　
８
日
㈰　

周
布
青
少
年
保
存
会

　
　

15
日
㈰　

西
村
神
楽
社
中

　
　

22
日
㈰　

岡
崎
神
楽
社
中

　
　

29
日
㈷　

熱
田
保
存
会

　
　

30
日

（振）　

波
子
神
楽
社
中

※　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

（
☎
�
３
３
８
８
）

お
知
ら
せ

　

５
月
１
日
㈫
は
開
館
し
ま
す
。

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

Ｔ　

ツ

　

ケ

　

メ

　

ン

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｎ

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
２
０
１
２

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,887 20,418 22,927 43,345
金 城 1,923 2,254 2,456 4,710

旭 1,454 1,557 1,675 3,232
弥 栄 717 719 794 1,513
三 隅 2,872 3,148 3,532 6,680
合 計 26,853 28,096 31,384 59,480

人　口（２月末現在）

（単位：人）

　弥栄の玄関口である十国トンネルを抜けると、県道沿いを鮮やかに彩る野坂集
落の桜ロードが広がり、のどかな風景の中で咲き誇る桜並木を満喫することがで
きます。また、夜にはライトアップされ、昼間とは違った幻想的な夜桜を味わう
ことができます。
　この桜並木は、弥栄の玄関口をきれいにして来訪者を迎えようとする野坂集落
の人たちの手で管理されています。お花見シーズンにかかわらず月１回、草刈り
などの環境美化活動に取り組んでおり、美しい里山の景観が維持されています。
　桜の見頃は、市内より１週間程度遅れて４月中旬です。市内でお花見の機会を
逃した人にもお勧めです。また、桜のあとには、つつじ・あじさいなど季節の花
が咲き、来訪者を楽しませてくれます。
　野坂の桜ロードで里山の春を感じてみませんか。

野坂集落の桜ロード
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浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
E-mail:info@city.hamada.shimane.jp
〒697‒8501 島根県浜田市殿町1番地

市金城支所
☎42–1234

市旭支所
☎45–1234

市弥栄支所
☎48–2111

市三隅支所
☎32–2800

わがまち 再発見！


